
準備する 基本的な使い方 撮る

再生する 無線機能 その他の設定をする

索引目次本書の見方

使用説明書



zz 必ず事前に試し撮りをし、撮影後は画像を再生して画像が正常に記録されて
いることを確認してください。万が一、カメラやメモリーカードなどの不具
合により、画像の記録やパソコンへの取り込みができなかったときの記録内
容の補償については、ご容赦ください。
zz このカメラで記録した画像は、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、
権利者に無断で使用できません。なお、実演や興行、展示会などには、個人
として楽しむなどの目的であっても、撮影を制限していることがありますの
でご注意ください。
zz このカメラの保証書は国内に限り有効です。万が一、海外旅行先で故障や不
具合が生じたときは、帰国したあと、修理受付窓口へご相談ください。
zz モニターは、非常に精密度の高い技術で作られており99.99%以上の有効
画素がありますが、画素欠けや、黒や赤の点が現れたままになることがあり
ます。これは故障ではないため、記録される画像には影響ありません。
zz このカメラは、長い時間お使いになっていると、カメラの温度が高くなるこ
とがあります。これは故障ではありません。

お使いになる前にお読みください



(1)
(2)
(3)

(1)z 本ページに移動します。
z この使用説明書の見方について説明しています。
(2)z 目次ページ、索引ページに移動します。
(3)z ６つの項目をクリックすると、各項目の先頭ページに移動します。

本書の見方
トップページ



本書の見方
ポータルページ

項目の入り口となるページをポータルページと呼びます。
(1)
(2)
(4)

(3)

(5)

(6)

  
(7)

(8)

(1)z 先頭ページに移動します。
(2)z ひとつ前に表示したページに戻ります。
(3)z それぞれの項目のアイコンを表示しています。
z アイコンをクリックすると、その項目のポータルページに移動します。
(4)z 各項目内のカテゴリーを表示しています。
z 選択したカテゴリーに含まれている記載内容が (5) に表示されます。ポータ

ルページによっては、このカテゴリーがないページもあります。



本書の見方
ポータルページ

(5)z 選択したカテゴリーに含まれる記載内容を表示しています。見出しをクリッ
クするとその本文ページに移動します。

(6)z 見出しに関する内容に、いくつかの小項目があるときに表示しています。
(7)z 次ページに続きがあるときに表示されます。
(8)z ポータルページが2ページ以上あるときに、現在表示しているページを確認

できます。



本書の見方
本文ページ

(4) (5)

(3)

(1)
(2)

(1)
(2)

(3) (1)z 先頭ページに移動します。
(2)z ひとつ前に表示したページに戻り

ます。
(3)z それぞれの項目のアイコンを表示

しています。
z アイコンをクリックすると、その

項目のポータルページに移動しま
す。

(4)z 前ページから続いているときに表
示されます。

(5)z 次ページに続きがあるときに表示
されます。



本書の見方
文章中の記載

zz 本書では、ボタンやダイヤルに表記されている絵文字を使って操作方法を説
明しています。
zz 次の操作部は、絵文字で示しています。

zz 撮影モード、画面に表示される絵文字や文言は、［z］つきで示しています。
zz すべての機能が初期状態になっていることを前提に説明しています。
zz レンズやマウントアダプターは、レンズキットに入っているか別売かにかか
わらず、「レンズ」「マウントアダプター」と記載しています。
zz 本文中のイラストは、EF-M15-45mmzF3.5-6.3zISzSTMzレンズを付けた
状態で説明しています。
zz このカメラで使えるメモリーカードのことを「カード」と表記しています。
zz 撮影モード選択の説明がない機能は、Pモードになっていることを前提に説
明しています。



目次

お使いになる前にお読みください
本書の見方
目次
安全上のご注意

準備する
ストラップを付ける
バッテリーを充電する
カード（市販品）を準備する
バッテリーを入れる /取り出す
カードを入れる /取り出す
日付／時刻を設定する
表示言語を選ぶ
レンズを取り付ける
レンズを取り外す
EFレンズ、EF-S レンズを取り付ける
EFレンズ、EF-S レンズを取り外す
EFレンズ、EF-S レンズで三脚を使う
EFレンズ、EF-S レンズで手ブレ補正を使う
カメラを構える



基本的な使い方
使ってみる
各部のなまえ
電源の入れかた／切りかた
シャッターボタンの押しかた
撮影モードの切り換えかた
モニターの向きや角度の変えかた
撮影画面に表示される枠
撮影時の画面表示の切り換えかた
再生時の画面表示の切り換えかた
クイック設定画面の表示と操作方法
MENU（メニュー）の表示と操作方法
半角や英数字を入力する
漢字やひらがなを入力する
ランプの表示
タッチ操作

撮る
サンプル写真から選ぶ
カメラまかせで撮る

目次



いろいろなシーンで撮る
効果をつけて撮る（クリエイティブフィルター）
カメラを設定して撮る
動画用のモードで動画を撮る
便利な機能

再生する
見る
探す
管理する
消す
静止画を編集する
RAW画像をカメラで現像する
動画を編集する

無線機能
無線機能でできること
NFC対応のスマートフォンに画像を送る
再生モードでNFC対応のスマートフォンに画像を送る
Bluetooth 対応のスマートフォンに画像を送る
Webサービスの情報を登録する
Webサービスに画像を送る

目次



その他の設定をする
AF補助光（ランプ）が光らないようにする
赤目緩和機能（ランプ）を切る
撮影直後の画像表示時間を変える
フォルダを撮影日ごとに作る
画像番号のつけかたを変える
カードを初期化する
カードを物理フォーマット（初期化）する
ビデオ方式を変える
エコモードを使う
節電機能（オートパワーオフ）の設定を変える
画面の明るさを変える
撮影時の情報の表示内容を設定する
再生時の情報の表示内容を設定する
世界時計を使う
日付／時刻を変える
表示言語を変える
電子音を鳴らさない
操作したときに音を鳴らす

目次



文字入力で半角スペースを使う
文字入力の変換履歴を初期化する
機能の説明を表示しない
撮影モードを一覧で表示する
タッチパネルの設定を変える
タッチパネルを一時的にロックする
撮像素子の自動クリーニングを行わない
撮像素子のクリーニング機能を動作させる
撮像素子を手作業で清掃する
認証マークを確認する
画像に記録する著作権の情報を登録する
登録した著作権情報をまとめて消す
カメラの基本設定を初期状態に戻す
カメラの設定を機能ごとに初期状態に戻す

索引
無線機能（Wi-Fi/Bluetooth など）について
電波干渉について
商標、ライセンスについて
修理対応期間について
本書について

目次



安全上のご注意

安全に使っていただくための注意事項です。必ずお読みください。
お使いになる方だけでなく、他人への危害や損害を防ぐためにお守りください。

 警告 死亡や重傷を負うおそれがある内容です。

zz 乳幼児の手の届くところに置かない。
ストラップを首に巻き付けると、窒息することがあります。
zz 指定外の電源は使わない。
zz 分解や改造をしない。
zz 強い衝撃や振動を与えない。
zz 破損したときは、内部に触れない。
zz 煙が出ている、異臭がするなどの異常が発生したときは使わない。
zz アルコール、ベンジン、シンナーなどの有機溶剤で手入れしない。
zz 液体でぬらしたり、内部に液体や異物を入れない。
zz 内部に液体や異物を入れない。
zz 可燃性ガスを含んだ空気中では使用しない。
感電、破裂、火災の原因となります。



zz ファインダーがある製品では、ファインダーで強い光源（晴天時の太陽や人
工的な強い光源など）を見ない。

視力障害の原因となります。
zz バッテリーや電池を使うときは、次のことに注意する。
z- 指定外の製品で使わない。
z- 熱したり、火中投入しない。
z- 指定外の製品で充電しない。
z- 端子に他の金属や金属製のピンやゴミを触れさせない。
z- 液漏れしたものは使わない。
z- 廃却するときは、接点にテープを貼るなどして絶縁する。

感電、破裂、火災の原因となります。
液漏れして身体や衣服についたときは、水でよく洗い流す。目に入ったときは、
きれいな水で十分洗ったあと、すぐ医師に相談してください。
zz バッテリーチャージャーやACアダプターを使うときは、次のことに注意す
る。
z- 電源プラグやコンセントのほこりを、定期的に乾いた布で拭き取る。
z- ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。
z- 電源プラグの差し込みが不十分なまま使わない。
z- 電源プラグや端子に金属製のピンやゴミを触れさせない。

安全上のご注意



zz 雷が鳴り出したら、コンセントにつながれたバッテリーチャージャーやAC
アダプターに触れない。
zz 電源コードに重いものをのせたり、傷つけたり、破損させたり、加工したり
しない。
zz 使用中および使用後すぐに、製品に布などをかけない。
zz 電源に長時間つないだままにしない。
感電、破裂、火災の原因となります。
zz 長時間、身体の同じ部位に触れさせたまま使わない。
熱いと感じなくても、皮膚が赤くなったり、水ぶくれができたりするなど、低温
やけどの原因となることがあります。気温の高い場所で使うときや、血行の悪い
方や皮膚感覚の弱い方などが使うときは、三脚などを使ってください。
zz 使用が禁止されている場所では、電源を切るなどの指示に従う。
電波の影響で機器類が誤動作し、事故の原因となるおそれがあります。

 注意 傷害を負う可能性がある内容です。

zz ストロボを目に近付けて発光しない。
目をいためる恐れがあります。
zz ストラップ使用時は、他のものに引っ掛けたり、強い衝撃や振動を与えない。

安全上のご注意



zz レンズを強く押したり、ぶつけたりしない。
けがやカメラの故障の原因となります。
zz ストロボを指や布などで覆ったまま、発光させない。
やけどや故障の原因となります。
zz 製品を高温や低温となる場所に放置しない。
製品自体が高温や低温になり、触れるとやけどやけがの原因となります。

注意 物的損害を負う可能性がある内容です。

zz カメラを強い光源（晴天時の太陽や人工的な強い光源など）に向けない。
撮像素子やカメラの内部が損傷することがあります。
zz 砂浜や風の強い場所で使用するときは、カメラの内部にホコリや砂が入らな
いようにする。
zz ストロボに汚れやホコリなどの異物がついたときは、綿棒などで取り除く。
そのまま発光させると、発光熱により、付着物の発煙や故障の原因となることが
あります。
zz 使用しないときは、製品からバッテリーや電池を取り外して保管する。
液漏れにより故障の原因となることがあります。
zz バッテリーや電池を廃却するときは、接点にテープを貼るなどして絶縁する。
他の金属と接触すると、発火、破裂の原因となることがあります。

安全上のご注意



zz バッテリーチャージャーを使用する製品では、使用しないときはコンセント
から外す。また、布などをかけたまま使用しない。

長時間接続しておくと、発熱、変形して火災の原因となることがあります。
zz 専用バッテリーを使用する製品では、ペットの近くにバッテリーを置かない。
バッテリーに噛みついたとき、バッテリーの液漏れ、発熱、破裂により、故障や
火災の原因となることがあります。
zz 複数の電池を使用する製品では、充電状態の異なる電池、購入時期の異なる
電池を混ぜて使用しない。また、電池の「+」「－」端子を逆にして入れない。

故障の原因となることがあります。

安全上のご注意



(1)

(2)

(3)

(4) (1)

(2)

ストラップを付ける バッテリーを充電する カード（市販品）を準備
する

(2)

(1)
バッテリーを入れる /取

り出す
カードを入れる /取り出

す
日付／時刻を設定する

(1)

(2) (1)

(2)

(3)

表示言語を選ぶ レンズを取り付ける レンズを取り外す

準備する

1 2



(1)

(2)
(1)

(2)

(3)

EF レンズ、EF-S レンズ
を取り付ける

EFレンズ、EF-S レンズ
を取り外す

EFレンズ、EF-S レンズ
で三脚を使う

EFレンズ、EF-S レンズ
で手ブレ補正を使う

カメラを構える

準備する

1 2



ストラップを付ける

(1)

(2)

(3)

(4)



1
バッテリーの
カバーを外す

2
バッテリーを付
ける

(2)

(3)

(1)

3
充電する

(1)

(2)

LC-E12

zz充電中：オレンジ
zz充電完了：緑色

4
バッテリーを
外す

(1)

(2)

バッテリーを充電する



カード（市販品）を準備する

次のカードが容量に制限なくお使いになれます。

zz SD（エスディー）メモリーカード *1

zz SDHC（エスディーエイチシー）メモリーカード *1*2

zz SDXC（エスディーエックスシー）メモリーカード *1*2

*1z SD規格に準拠したカードです。カードによっては、正しく動作しないことが
あります。

*2z UHS-I 対応のメモリーカードも使えます。



1
バッテリー収
納部ふたを開
ける

(1)

(2)

2
バッテリーを
入れるとき

(2)

(1)

端子部

バッテリーを取
り出すとき

3
バッテリー収
納部ふたを閉
める

(1)

(2)

バッテリーを入れる / 取り出す



カードを入れる / 取り出す

1
カード収納部
ふたを開ける

2
カードを入れる
とき

ラベル面

カードを取り
出すとき

3
カード収納部
ふたを閉める



1
電源を入れる

2
日付／時刻を
設定する

zz / ボタンで項目
を選ぶ→ /
ボタンで設定する
→ ボタン

3
自宅のエリアを
設定する

zz / ボタンで選
ぶ→ ボタン

日付／時刻を設定する



表示言語を選ぶ

1
再生モードに
する

2
メニューを表示
する

zz ボタンを押し
たまま ボ
タンを押す。

3
言語を設定す
る

zz / ボタンで選
ぶ→ ボタン



レンズを取り付ける

1
電源を切る

2
レンズとカメ
ラのキャップ
を外す

3
レンズを付け
る

(1)

(2)

4
レンズキャッ
プを外す

(1)

(2) (1)



レンズを取り付ける

5
撮影の準備を
する

(1)
(2)

zz (1) を押したま
ま、(2) を少し回
し、スイッチを放
す。

zz「カチッ」と音が
するまで、さらに
（2）を回す。

zzピント合わせの
前にズーム操作
を行う。



レンズを取り外す

1
電源を切る

2
レンズを外す

(1)

(2)

(3)

zz (1) を押したま
ま、レンズを (2)
の方向に回転が
止まるまで回す。
zz (3) の方向に外
す。

3
レンズとカメ
ラのキャップ
を付ける



EF レンズ、EF-S レンズを
取り付ける

1
電源を切る

2
レンズとカメ
ラのキャップ
を外す

3
カメラにアダ
プターを付け
る

(1)

(2)

4
レンズを付け
る

(1)

(2)

EF レンズ

(1)

(2)

EF-S レンズ



EF レンズ、EF-S レンズを取り外す

1
電源を切る

2
レンズを外す

(1)
(2)

(3)

zz (1) をスライドし
たまま、レンズを
(2) の方向に回転
が止まるまで回
す。
zz (3) の方向に外
す。

3
アダプターを
外す

(1)

(2)

(3)

zz (1) を押したま
ま、アダプターを
(2) の方向に回転
が止まるまで回
す。
zz (3) の方向に外
す。

4
レンズとカメ
ラのキャップ
を付ける



EF レンズ、EF-S レンズで
三脚を使う

1
三脚座をアダ
プターに付け
る

(1)
(2)

2
三脚座のねじ穴
に三脚を付ける



EF レンズ、EF-S レンズで
手ブレ補正を使う



カメラを構える



(1) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11)

(12)
(13)
(14)
(15)
(16)

(18)

(17)

(19) (20)
(21)

(22)

(2)

(3)

(4)

使ってみる 各部のなまえ 電源の入れかた／切り
かた

シャッターボタンの押
しかた

撮影モードの切り換え
かた

モニターの向きや角度
の変えかた

撮影画面に表示される
枠

撮影時の画面表示の切
り換えかた

再生時の画面表示の切
り換えかた

基本的な使い方

1 2



クイック設定画面の表
示と操作方法

MENU（メニュー）の
表示と操作方法

半角や英数字を入力す
る

漢字やひらがなを入力
する

ランプの表示 タッチ操作

基本的な使い方

1 2



静止画を撮る（シーンイ
ンテリジェントオート）

動画を撮る（シーンイン
テリジェントオート）

静止画を見る

動画を見る 消す

基本的な使い方
使ってみる



1
電源を入れる

2
目的のモード
にする

(1) (2) (3)

zz (1) シーンアイコ
ン
zz (2) 撮影可能枚数
zz (3) 撮影可能時間

3
撮りたいもの
の大きさを決
める

使ってみる
静止画を撮る（シーンインテリジェントオート）



4
ピントを合わ
せる

zzシャッターボタ
ンを浅く押す。
zzピントが合う
と、電子音が「ピ
ピッ」と2回鳴
ります。

zzピントが合った
位置にAFフレー
ムが表示されま
す。

5
必要に応じて
ストロボを上
げる

zz［ストロボを上げ
てください］が表
示されたときは、
スイッチを動か
す。

6
撮影する

使ってみる
静止画を撮る（シーンインテリジェントオート）



1
電源を入れる

2
目的のモード
にする

(1) (2) (3)

zz (1) シーンアイコ
ン
zz (2) 撮影可能枚数
zz (3) 撮影可能時間

3
撮りたいもの
の大きさを決
める

使ってみる
動画を撮る（シーンインテリジェントオート）



4
撮影をはじめ
る

zz人の顔が検出さ
れているときは、
枠が表示されて
ピントが合いま
す。

5
撮影を終える

使ってみる
動画を撮る（シーンインテリジェントオート）



1
再生モードに
する

2
画像を選ぶ

zz ボタン：前の画
像
zz ボタン：次の画
像

使ってみる
静止画を見る



使ってみる
動画を見る

1
再生モードに
する

2
画像を選ぶ

zz ボタン：前の画
像
zz ボタン：次の画
像

zz動画は、
［ ］が表示
されます。

3
動画を再生す
る



zz / ボタンで
［ ］→ ボタン

4
音量を調整す
る

使ってみる
動画を見る



1
再生モードに
する

2
画像を選ぶ

zz ボタン：前の画
像
zz ボタン：次の画
像

3
消す

zz / ボタンで［消
去］→ ボタン

使ってみる
消す



各部のなまえ
前面

(1) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11)

(12)
(13)
(14)
(15)
(16)

(18)

(17)

(19) (20)
(21)

(22)

(2)

(3)

(4)

No. なまえ 本書の
表記

(1) 動画ボタン

(2) 電子ダイヤル

(3) EF-Mレンズ取り付け指標

(4) 接点

(5) シャッターボタン

(6) 電源ボタン

(7) モードスイッチ

(8) ストロボ

(9) ランプ（前面）



(1) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11)

(12)
(13)
(14)
(15)
(16)

(18)

(17)

(19) (20)
(21)

(22)

(2)

(3)

(4)

No. なまえ 本書の
表記

(10) ストラップ取り付け部

(11) ストロボポップアップスイッチ
(12) 端子カバー

(13) レンズロックピン

(14) カード収納部ふた

(15) レンズロック解除ボタン

(16) レンズマウント

(17) HDMITM 端子

(18) デジタル端子

各部のなまえ
前面



(1) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11)

(12)
(13)
(14)
(15)
(16)

(18)

(17)

(19) (20)
(21)

(22)

(2)

(3)

(4)

No. なまえ 本書の
表記

(19) Nマーク

(20) 三脚ねじ穴

(21) バッテリー収納部ふた

(22) DCカプラー端子zカバー

各部のなまえ
前面



No. なまえ 本書の
表記

(1) モニター／タッチパネル

(2) 撮像面マーク

(3) マイク

(4) ランプ（背面）

(5) ストラップ取り付け部

(6) スピーカー

(7) Wi-Fi ボタン

(8) 再生ボタン

各部のなまえ
背面

(1)

(3)(2)

(11)

(10)

(14)

(13)

(6)

(8)(9)

(5)

(12)

(7)

(4)



No. なまえ 本書の
表記

(9) メニューボタン

(10) 露出補正／1画像消去／上ボタン
／ ／

(11) AEロック／左ボタン ／

(12) クイック設定／設定ボタン
(13) ストロボ／右ボタン ／

(14) インフォメーション／下ボタン
／

(1)

(3)(2)

(11)

(10)

(14)

(13)

(6)

(8)(9)

(5)

(12)

(7)

(4)

各部のなまえ
背面



No. なまえ 本書の
表記

(1) フォーカスリング

(2) フード取り付け部

(3) フィルター取り付けねじ部

(4) レンズ収納スイッチ

(5) レンズ取り付け指標

(6) ズームリング

(7) レンズ収納位置指標

(8) ズーム指標

(9) 接点

各部のなまえ
レンズ

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)
(7)

(8)

(9)



電源の入れかた／切りかた

撮影モード 再生モード

zz電源を入れる：
ボタンを押す

zz電源を切る：電源
ボタンを押す



シャッターボタンの押しかた

1
半押し（浅く
押してピント
を合わせる）

zz電子音が「ピ
ピッ」と2回鳴
ります。
zzピントが合った
位置に枠が表示
されます。

2
全押し（そのま
ま深く押して撮
影する）

zz撮影されます。



撮影モードの切り換えかた

(1)

(2)
(3)

撮影シーンにあわせて撮影モードを切り換えます。

(1)zカメラまかせの全自動撮影ができます。
(2)zzzいろいろな効果をつけたり、各種機能を設定して撮影が
できます。

(3)z動画が撮影できます。

1
モードを選ぶ

zzモードスイッチ
を動かす。
zz または を
選んだときは、手
順2に進む。

2
撮影モードを
選ぶ

zz画面左上のアイ
コンをタッチす
る。



zz上下にドラッグ
して、目的の撮影
モードをタッチ
する。

3
設定する

zz［OK］をタッチ
する。

撮影モードの切り換えかた

(1)

(2)
(3)

撮影シーンにあわせて撮影モードを切り換えます。

(1)zカメラまかせの全自動撮影ができます。
(2)zzzいろいろな効果をつけたり、各種機能を設定して撮影が
できます。

(3)z動画が撮影できます。



モニターの向きや角度の
変えかた

zz約180°まで開くことができます。



撮影画面に表示される枠

白の枠

zz主被写体と検出
した顔やものに
表示されます。

緑の枠

zzシャッターボタ
ンを半押しして、
ピントが合った
ときに表示され
ます。

青の枠

zz［ ］モードで、
動いている被写体
にピントを合わせ
続けているとき
に表示されます。
シャッターボタン
を半押ししている
間、表示されます。

オレンジ色の
枠と［ ］

zzシャッターボタ
ンを半押しして、
ピントが合わな
いときに表示さ
れます。



撮影時の画面表示の切り換えかた

1
表示を切り換
える

撮影情報 ヒストグラム 情報表示なし 撮影機能画面



情報表示なし 情報表示1
（簡易情報表示）

情報表示2
（詳細情報表示）

情報表示3
（詳細情報表示）

再生時の画面表示の切り換えかた

1
表示を切り換
える



クイック設定画面の表示と操作方法

1
設定画面を表
示する

(1)

(2)

zz（1）設定項目
zz（2）設定内容

2
設定項目を選ぶ

3
設定内容を選
ぶ



zz［ ］が表示
される項目では

ボタンを
押して設定する。

4
設定を終える

クイック設定画面の表示と操作方法



MENU（メニュー）の表示と
操作方法

1
メニューを表
示する

(1)

(3) (4)

(2)

zz（1）系統タブ
zz（2）ページタブ
zz（3）設定項目
zz（4）設定内容

2
タブを選ぶ

3
設定項目を選
ぶ



4
設定内容を選
ぶ

5
設定を終える

MENU（メニュー）の表示と操作方法



文字を入力す
るとき

zz文字をタッチして
入力→［確定］

入力位置を移動
するとき

zz［ ］か［ ］を
タッチする。

文字の種類を
変えるとき

zz［ ］、［ ］か
［ ］をタッチす
る。

文字を消すと
き

zz［ ］をタッチす
る。

半角や英数字を入力する



キーボードの種
類を変えるとき

zz［ ］をタッチ
する。
zz［ ］：数字や記
号などに切り換
え
zz［ ］：大文字に
切り換え

改行するとき

zz［ ］をタッチす
る。

元の画面に戻
るとき

半角や英数字を入力する



漢字やひらがなを入力する

文字の種類を変
えるとき

zz［ ］をタッ
チする。

文字を入力す
るとき

入力位置を移
動するとき

zz［ ］か［ ］
をタッチする。

文字を消すと
き

zz［ ］をタッチす
る。



文字を変換す
るとき

zz［ ］をタッチ
する。

文字を確定す
るとき

zz［ ］をタッチ
する。

元の画面に戻
るとき

漢字やひらがなを入力する



色 状態 操作状況

緑

ゆっくり
と点滅

zz パソコン接続時
zz 画面消灯時（ディスプレイ
オフ）

点滅

zz 起動中
zz カードへの記録／読み出し
中
zz 各種通信中
zz 長秒時の撮影中
zz Wi-Fiz接続中／データ送受
信中

ランプの表示

背面のランプは、カメラの状態に連動して点滅状態が変わります。



クイック設定画面 MENU（メニュー） 見る

基本的な使い方
タッチ操作



タッチ操作
クイック設定画面

設定画面を表
示するとき

zz［ ］をタッチす
る。

設定するとき

(1)

(2)

zz設定項目 (1)、設
定内容 (2) の順に
タッチする。

元の画面に戻
るとき

zz［ ］をタッチす
るか、選択中の
項目をもう一度
タッチする。

画面を切り替
えるとき

zz［ ］をタッ
チする。



バーの位置を
調整するとき

zzバーをタッチま
たはドラッグす
る。

タッチ操作
クイック設定画面



タッチ操作
MENU（メニュー）

設定するとき

(1)

(3) (4)

(2)

zz系統タブ (1) →
ページタブ (2)→
設定項目 (3)→設
定内容 (4)の順に
タッチする。

前の画面に戻
るとき

zz［ ］をタッ
チする。

チェックをつ
ける /外すと
き

zzチェックボック
スをタッチする。

ボタンと
同じ操作をす
るとき

zz［ ］をタッ
チする。



タッチ操作
MENU（メニュー）

ボタン
と同じ操作を
するとき

zz［ ］をタッ
チする。

ボタンと同
じ操作をする
とき

zz［ ］をタッ
チする。



タッチ操作
見る

1枚ずつ見る
とき

zz次の画像：左にド
ラッグ
zz前の画像：右にド
ラッグ

動画を再生す
るとき

zz再生：［ ］をタッ
チ
zz音量を調整：再生
中に上下に素早
くドラッグ

再生中の動画を
操作するとき

zz停止：画面をタッ
チ
zz再開：［ ］をタッ
チ
zz音量を調整：
［ ］をタッチ

1枚表示から
一覧表示にす
るとき



表示する画像
の数を減らす
とき

画像を拡大す
るとき（約3
倍）

zz素早く2回タッ
チする。

画像を拡大す
るとき（最大
10倍）

拡大した画像
を縮小すると
き

zz元の大きさに戻
すとき：［ ］
をタッチ

タッチ操作
見る



撮る

サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能

自分撮りに最適な設定で
撮る

人を撮る 美肌の効果をつけて撮る

風景を撮る 花や小物を大きく撮る 動きのある被写体を撮る

1 2 3



料理を明るく鮮やかに撮
る

三脚を使わずに夜景を撮
る

逆光シーンなどで撮る

単色で撮る 優しい雰囲気で撮る 魚眼レンズのような効果
をつけて撮る

1 2 3

サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能

撮る



油絵のような画像に
する

水彩画のような画像に
する

トイカメラのような効果を
つけて撮る

ミニチュア模型のように
撮る

明暗差の大きいシーンで撮る

サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能

1 2 3

撮る



サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能

オートモードで撮る（シーンイン
テリジェントオート）（静止画）

オートモードで撮る（シーンイン
テリジェントオート）（動画）

プラスムービーオートモード
で撮る

撮る



1
電源を入れる

2
モードを選ぶ

3
撮りたいもの
の大きさを決
める

4
撮影する

オートモードで撮る（シーンインテ
リジェントオート）（静止画）



1
電源を入れる

2
モードを選ぶ

3
撮りたいもの
の大きさを決
める

4
撮影をはじめ
る

オートモードで撮る（シーンインテ
リジェントオート）（動画）



5
撮りたいもの
の大きさや、
構図を変える

6
撮影を終える

オートモードで撮る（シーンインテリジェン
トオート）（動画）



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
構図を決めて、
撮影する

プラスムービーオートモードで撮る

静止画を撮影するだけで、静止画が記録されると同
時に撮影直前の約2～4秒のシーンも動画として記
録されます。1日をまとめた短編動画（ダイジェス
ト動画）ができます。



サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能

自分撮りに最適な設定で
撮る

人を撮る 美肌の効果をつけて撮る

風景を撮る 花や小物を大きく撮る 動きのある被写体を撮る

撮る

1 2



サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能

料理を明るく鮮やかに撮
る

三脚を使わずに夜景を撮
る

逆光シーンなどで撮る

1 2

撮る



z z自分撮り

自分撮りをするときに、画像処理によって肌がなめ
らかに見えるよう美肌の効果をかけるほか、明るさ
や背景を自分好みに設定し、自分が浮き立つような
画像にすることができます。

1
モニターを開
く

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］をタッチす
る。

3
設定する

zz項目をタッチす
る。

zzレベルを選ぶ。

自分撮りに最適な設定で撮る



4
撮影する

z z自分撮り

自分撮りをするときに、画像処理によって肌がなめ
らかに見えるよう美肌の効果をかけるほか、明るさ
や背景を自分好みに設定し、自分が浮き立つような
画像にすることができます。

自分撮りに最適な設定で撮る



zポートレート

人をやわらかい感じで撮影できます。

1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
撮影する

人を撮る



美肌の効果をつけて撮る

z美肌

画像処理によって肌がなめらかに見えるような効果
をかけることができます。

1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
撮影する



z風景

広がりのある風景などを、近くから遠くまでピント
を合わせて、空や緑を鮮やかに撮影できます。

風景を撮る

1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
撮影する



zクローズアップ

花や小物などに近づいて撮影するのに適しています。

花や小物を大きく撮る

1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
撮影する



zスポーツ

ピントを合わせながら連続撮影ができます。

動きのある被写体を撮る

1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
撮影する



z料理

料理を明るく、鮮やかな色あいに撮影できます。

料理を明るく鮮やかに撮る

1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
色あいを変え
る



4
撮影する

z料理

料理を明るく、鮮やかな色あいに撮影できます。

料理を明るく鮮やかに撮る



z手持ち夜景

三脚などでカメラを固定しなくても、夜景や夜景を
背景にした人をきれいに撮影できます。

三脚を使わずに夜景を撮る

1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
撮影する



zHDR逆光補正

明るさの異なる3枚の画像を連続撮影し、明るさが
適切な部分を合成して1枚の画像にします。明るい
ところと暗いところが混在する風景などでの黒ツブ
レをおさえることができます。

逆光シーンなどで撮る

1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
撮影する



サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能

単色で撮る 優しい雰囲気で撮る 魚眼レンズのような効果
をつけて撮る

油絵のような画像に
する

水彩画のような画像に
する

トイカメラのような効果を
つけて撮る

撮る

1 2



サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能

ミニチュア模型のように
撮る

明暗差の大きいシーンで撮る ハイダイナミックレンジの
効果をつける

撮る

1 2



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
効果の強さを
選ぶ

単色で撮る

ラフモノクロ

ざらついた感じのモノクロ画像を撮影できます。



4
撮影する

単色で撮る

ラフモノクロ

ざらついた感じのモノクロ画像を撮影できます。



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
効果の強さを
選ぶ

優しい雰囲気で撮る

通常 ソフトフォーカス

ソフトフィルターを使ったような効果
をつけて、優しい雰囲気の画像を撮影
できます。



4
撮影する

優しい雰囲気で撮る

通常 ソフトフォーカス

ソフトフィルターを使ったような効果
をつけて、優しい雰囲気の画像を撮影
できます。



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
効果の強さを
選ぶ

魚眼レンズのような効果をつけて
撮る

魚眼風

魚眼レンズで撮ったようなデフォルメ効果をつけて
撮影できます。



4
撮影する

魚眼レンズのような効果をつけて撮る

魚眼風

魚眼レンズで撮ったようなデフォルメ効果をつけて
撮影できます。



油絵のような画像にする

油彩風

被写体の立体感を強調して油絵のように撮影できま
す。

1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
効果の強さを
選ぶ



油絵のような画像にする

4
撮影する

油彩風

被写体の立体感を強調して油絵のように撮影できま
す。



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
効果の強さを
選ぶ

水彩画のような画像にする

水彩風

水彩画のようなやわらかい感じの色の画像を撮影で
きます。



4
撮影する

水彩画のような画像にする

水彩風

水彩画のようなやわらかい感じの色の画像を撮影で
きます。



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
効果を選ぶ

トイカメラのような効果をつけて
撮る

トイカメラ風

画像の四隅を暗くぼかして、全体の色調を変えるこ
とで、トイカメラで撮影したような効果をつけて撮
影できます。



4
撮影する

トイカメラのような効果をつけて撮る

トイカメラ風

画像の四隅を暗くぼかして、全体の色調を変えるこ
とで、トイカメラで撮影したような効果をつけて撮
影できます。



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
ピントの合う範囲
と位置を指定する

ミニチュア模型のように撮る

ジオラマ風

指定した範囲以外をぼかして撮ることで、ミニチュ
ア模型のような効果をつけて撮影できます。



zz枠の大きさを変
える：［ ］

zz枠の位置を変え
る： / ボタン

4
動画を撮るとき
は、速さを選ぶ

5
撮影画面に戻
す

ミニチュア模型のように撮る

ジオラマ風

指定した範囲以外をぼかして撮ることで、ミニチュ
ア模型のような効果をつけて撮影できます。



6
撮影する

ミニチュア模型のように撮る

ジオラマ風

指定した範囲以外をぼかして撮ることで、ミニチュ
ア模型のような効果をつけて撮影できます。



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
撮影する

明暗差の大きいシーンで撮る

通常

明るさの異なる3枚の画像を連続撮影
し、明るさが適切な部分を合成して1
枚の画像にします（ハイダイナミック
レンジ）。明暗差の大きい風景などでの
白トビや黒ツブレをおさえることがで
きます。



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
効果を選ぶ

ハイダイナミックレンジの
効果をつける

ナチュラル 絵画調標準 グラフィック調 油彩調 ビンテージ調



ハイダイナミックレンジの効果を
つける

4
撮影する

ナチュラル 絵画調標準 グラフィック調 油彩調 ビンテージ調



サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能

撮影機能を一覧にして設
定する

明るさに関する機能を使
う

色に関する機能を使う

ピント合わせに関する機
能を使う

ストロボに関する機能を
使う

撮影スタイルにあわせて
機能を変える

撮る

1 2



サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能

シャッター速度や絞りを
決めて撮る

カメラをカスタマイズする クリエイティブアシスト

撮る

1 2



撮影機能を一覧にして設定する

1
設定画面を表示
する

zz ボタンを何度
か押す。

zz ボタンを押す。

2
機能を選んで
設定する

zz / / / ボ
タンで機能を選ぶ
→ ダイヤル
を回して設定す
る。

撮影機能画面を使うと、撮影機能を一覧にして素早
くいろいろな機能を設定することができます。



明るさを変える（露出補
正）

露出Simulation 機能を
使わないようにする

明るさ（露出）を固定する
（AEロック）

測光方式を変える ISO感度を変える ISOオートの設定を変え
る

撮る
明るさに関する機能を使う

1 2

サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能



明るさ・コントラストを自動補正する
（オートライティングオプティマイザ）

明るい被写体を撮影する
（高輝度側・階調優先）

撮る
明るさに関する機能を使う

1 2

サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能



明るさを変える（露出補正）

マイナス側に補正 ±0 プラス側に補正

標準的な露出を1/3段
ずつ、－3段から＋3
段の範囲で補正できま
す。

1
露出補正の設定
バーを表示する

2
設定する

zz画面を見ながら
ダイヤルを

回す→ ボタン



露出 Simulation 機能を
使わないようにする

1
メニューを表
示する

2
設定する

(1)
(2)

zz［ 1］→［露出
Simulation］→
［しない］

撮影される画像に近い明るさで画面に表示されます。
そのため、露出補正を行ったときも連動して画面の
明るさも変わります。この機能を使わないことで、
露出補正によらず撮影しやすい明るさで表示するこ
とができます。



明るさ（露出）を固定する（AE ロック）

1
露出を固定す
る

zz露出を固定した
い被写体にカメ
ラを向けて、 ボ
タンを押す。

2
構図を決めて
撮影する

AEロックなし

2

1

AEロック

露出を固定して撮影し
たり、ピントと露出を個
別に設定して撮影する
こともできます。



1
設定画面を表
示する

2
設定する

(1)

(2)

zz［ ］→内容を選
ぶ→ ボタン

測光方式を変える

評価測光 部分測光 スポット測光 中央部重点平均測光



1
ISO感度の設定
バーを表示する

zz［ ］をタッ
チする。

2
設定する

zz / ボタン→
ボタン

ISO 感度を変える

低い 高い

ISO感度が［AUTO］のときは撮影モー
ドと撮影シーンに応じて自動設定され
ます。また、設定する ISO感度の数値
が大きいほど感度が高くなり、小さい
ほど感度が低くなります。



ISO オートの設定を変える

上限が低い 上限が高い

AUTOにしたときに自動設定される
ISO感度の上限を選ぶことができます。

1
メニューを表
示する

2
設定する

zz［ 5］→［ISO
感度設定］→［ISO
オート］→項目を
選ぶ→ ボタン



1
設定画面を表
示する

2
設定する

(1)

(2)

zz［ ］→内容を
選ぶ→ ボタン

明るさ・コントラストを自動補正する
（オートライティングオプティマイザ）

しない 弱め 標準 強め



1
メニューを表
示する

2
設定する

zz［ 5］→［高輝
度側・階調優先］
→［する］→
ボタン

明るい被写体を撮影する
（高輝度側・階調優先）
高輝度（明るい）側の階調表現性を向上させることで、
明るい被写体の白トビをおさえることができます。



自然な色あいにする（ホ
ワイトバランス）

マニュアルホワイトバラ
ンス

ホワイトバランスを補正
する

ホワイトバランスの色温
度を設定する

好みの色あいを選ぶ（ピ
クチャースタイル）

ピクチャースタイルを自
分の好みに調整する

撮る
色に関する機能を使う

1 2

サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能



好みのピクチャースタイ
ルを登録する

撮る
色に関する機能を使う

1 2

サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能



1
設定画面を表
示する

2
設定する

(1)

(2)

zz［ ］→内容を選
ぶ→ ボタン

自然な色あいにする
（ホワイトバランス）

太陽光 くもり 白熱電球

ホワイトバランス（WB）
は、撮影シーンにあわせ
て自然な色あいにする
機能です。



1
白い被写体を
撮影する

zz画面全体に白い
無地の被写体が
入るようにして、
ピントを合わせ
て撮影する。

2
メニューを表
示する

3
MWB画像選
択画面を表示
する

マニュアルホワイトバランス

白を取り込む

撮影場所の光源にあわせてホワイトバランスを変え
て、撮影時の光源に適した色あいで撮影できます。
撮影場所の光源の下で設定してください。



zz［ 6］→［MWB
画像選択］→ ボ
タン

4
白データを取
り込む

zz手順1で撮影
した画像を選ぶ
→ ボタン→
［OK］→ ボタ
ン

5
撮影画面に戻
す

マニュアルホワイトバランス

白を取り込む

撮影場所の光源にあわせてホワイトバランスを変え
て、撮影時の光源に適した色あいで撮影できます。
撮影場所の光源の下で設定してください。



6
設定画面を表
示する

7
設定する

(1)

(2)

zz［ ］→［ ］
→ ボタン

マニュアルホワイトバランス

白を取り込む

撮影場所の光源にあわせてホワイトバランスを変え
て、撮影時の光源に適した色あいで撮影できます。
撮影場所の光源の下で設定してください。



1
設定画面を表
示する

2
設定する

(1)

(3)
(2)

zz［ ］→内容を選
ぶ→ ダイヤ
ルで調整する。

3
詳細な設定を
するとき

ホワイトバランスを補正する

太陽光で撮影 補正後

ホワイトバランスを手動で補正するこ
とができます。この機能を使うと、市
販の色温度変換フィルターや色補正用
フィルターと同じような効果を得るこ
とができます。



zz ボタン
→ / / /
ボタンで調整す
る→ ボタ
ン

ホワイトバランスを補正する

太陽光で撮影 補正後

ホワイトバランスを手動で補正するこ
とができます。この機能を使うと、市
販の色温度変換フィルターや色補正用
フィルターと同じような効果を得るこ
とができます。



1
設定画面を表
示する

2
項目を選ぶ

(1)

(2)
(3)

zz［ ］→［ ］→
［5200K］

3
設定する

zz内容を選ぶ→
ボタン

ホワイトバランスの色温度を
設定する

ホワイトバランスの色温度を数値で設定することが
できます。



好みの色あいを選ぶ
（ピクチャースタイル）

z
スタンダード

z
風景

写真表現や被写体にあわせて、好みの
色あいをピクチャースタイルとして選
べます。ピクチャースタイルは8種類
あり、さらに細かく設定することもで
きます。

1
設定画面を表
示する

2
設定する

(1)

(2)

zz［ ］→内容を
選ぶ→ ボタン



ピクチャースタイルを自分の好みに
調整する

好みにあわせて、ピクチャースタイルのコントラストや色の濃さなどを
調整できます。

1
設定画面を表
示する

2
ピクチャース
タイルを選ぶ

(1)

(3)
(2)

zz［ ］→内容を
選ぶ→［詳細設
定］

3
設定する

(1)

(2)



zz項目を選ぶ→内
容を選ぶ→ ボ
タン

ピクチャースタイルを自分の好みに調整する

好みにあわせて、ピクチャースタイルのコントラストや色の濃さなどを
調整できます。



好みのピクチャースタイルを
登録する

［ ］［ ］などの基本スタイルを好みにあわせて調整して、登録
できます。シャープネスやコントラストなどの設定が異なる、複数のス
タイルを準備できます。

1
設定画面を表
示する

2
登録先のピク
チャースタイ
ルを選ぶ

(1)

(2)
(3)

zz［ ］→［
/ / ］
→［詳細設定］

3
基本にするピ
クチャースタ
イルを選ぶ



4
調整する

zz / ボタンで
調整したい内容
を選ぶ→ / ボ
タンで調整する
→ ボタン

好みのピクチャースタイルを登録する

［ ］［ ］などの基本スタイルを好みにあわせて調整して、登録
できます。シャープネスやコントラストなどの設定が異なる、複数のス
タイルを準備できます。



マニュアルフォーカスで
撮る

ピントを微調整する ピント合わせをしやすい表
示にする（MFピーキング）

AF方式を選ぶ サーボAFで撮る フォーカス設定を変える

撮る
ピント合わせに関する機能を使う

1 2

サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能



ピントを合わせたい被写体
を選んで撮る（タッチAF）

撮る
ピント合わせに関する機能を使う

1 2

サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能



マニュアルフォーカスで撮る

1
［ ］を選ぶ
(EF-Mレンズ )

zz［ 3］→［フォー
カスモード］→
［MF］→ ボタ
ン→ ボタ
ン

(EF-M以外のレンズ )

オートフォーカスでピントが合わないときは、マニュ
アルフォーカスを使います。画面を拡大表示にする
と、ピントを合わせやすくなります。



マニュアルフォーカスで撮る

zzレンズのスイッ
チをMF側に動
かす。

2
拡大表示する

zz［ ］をタッチす
る。

3
ピントを合わせ
たい部分を選ぶ zz画面をドラッグ

してピントを合
わせたい部分を
表示する。
zz表示を画面中央
に戻すときは
ボタンを押す。

オートフォーカスでピントが合わないときは、マニュ
アルフォーカスを使います。画面を拡大表示にする
と、ピントを合わせやすくなります。



4
ピントを合わ
せる

5
撮影する

マニュアルフォーカスで撮る

オートフォーカスでピントが合わないときは、マニュ
アルフォーカスを使います。画面を拡大表示にする
と、ピントを合わせやすくなります。



ピントを微調整する

1
メニューを表
示する

2
設定する

zz［ 3］→［フォー
カスモード］→
［AF+MF］→ ボ
タン

3
ピントを合わ
せる

オートフォーカス フォーカスリング

EF-Mzレンズを付けているときは、オー
トフォーカスのあとに、レンズのフォー
カスリングを使ってピントを微調整す
ることができます。



オートフォーカス フォーカスリング

EF-Mzレンズを付けているときは、オー
トフォーカスのあとに、レンズのフォー
カスリングを使ってピントを微調整す
ることができます。

ピントを微調整する

zzシャッターボタ
ンを半押しした
ままにする。

4
ピントを微調
整する

zz画面が拡大表示
されます。

5
撮影する



ピント合わせをしやすい表示にする
（MF ピーキング）

1
メニューを表
示する

2
設定する

zz［ 4］→［MF
ピーキング設定］
→［ピーキング］
→［入］

MFピーキング切 MFピーキング入

ピントが合った被写体の輪郭を色つき
の強調表示にすることで、マニュアル
フォーカス時のピント合わせをしやす
くすることができます。また、輪郭の
検出感度（レベル）や色を変えること
もできます。



zz / ボタンで
項目を選ぶ→
/ ボタンで設定
する。

ピント合わせをしやすい表示にする
（MF ピーキング）

MFピーキング切 MFピーキング入

ピントが合った被写体の輪郭を色つき
の強調表示にすることで、マニュアル
フォーカス時のピント合わせをしやす
くすることができます。また、輪郭の
検出感度（レベル）や色を変えること
もできます。



1
設定画面を表
示する

2
設定する

(1)

(2)

zz［ z ］→内容
を選ぶ→ ボタ
ン

AF 方式を選ぶ

1点 AF +z
追尾優先AF

スムーズz
ゾーンAF

撮影シーンにあわせて、
AF（自動ピント合わせ）
の方法を変えられます。



1
設定画面を表
示する

2
設定する

(1)

(2)

zz［ ］→
［ ］→ ボ
タン

3
ピントを合わ
せる

サーボ AF で撮る

シャッターボタンを半押ししている間は被写体にピ
ントと露出を合わせ続けるため、動いている被写体
のシャッターチャンスを逃さずに撮影できます。



4
撮影する

サーボ AF で撮る

シャッターボタンを半押ししている間は被写体にピ
ントと露出を合わせ続けるため、動いている被写体
のシャッターチャンスを逃さずに撮影できます。



1
メニューを表
示する

2
設定する

(1)
(2)

zz［ 3］→［コ
ンティニュアス
AF］→［しない］

フォーカス設定を変える

する：動いているz
人やものに

しない：動かない
ものに

通常は、シャッターボタンを押さなくて
も、カメラを向けた方向の被写体へ常に
ピントを合わせます。設定を変えると、
シャッターボタンを半押ししたときだけ
ピントを合わせるようにすることができ
ます。



1
ピントを合わ
せたい被写体
をタッチする

2
撮影する

ピントを合わせたい被写体を選んで
撮る（タッチ AF）

z z z

目的の人の顔や被写体を選んだり、画面
上の位置を指定してピントを合わせ、撮
影できます。



ストロボモードを変える ストロボの調光量を補正
する

FEロックで撮る

ストロボ発光のタイミン
グを変える

調光方式を変える ストロボの発光量を設定
する

撮る
ストロボに関する機能を使う

サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能

1 2



ストロボの設定を初期化
する

撮る
ストロボに関する機能を使う

サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能

1 2



1
ストロボを上
げる

2
設定する

zz ボタン→ストロ
ボモードを選ぶ
→ ボタン

ストロボモードを変える

撮影シーンにあわせて、ストロボモードを変えられ
ます。
スローシンクロを使うと、人などの主被写体は明る
く撮影され、背景も暗くなるのを軽減できます。



ストロボの調光量を補正する

マイナス側に補正 プラス側に補正

ストロボ撮影時の露出を露出補正と同
様に、1/3段ずつ、－2段から＋2段
の範囲で補正できます。

1
ストロボを上
げる

2
設定する

zz ボタン→
ダイヤルで補正
量を選ぶ→ ボ
タン



1
ストロボを上
げる

2
［ ］に設定す
る

zz ボタン→［ ］

3
ストロボ露出
を固定する

zz露出を固定した
い被写体にカメ
ラを向ける→ ボ
タン

FE ロックで撮る

FE ロック FEロック未使用
（露出オーバー）

ストロボ撮影時の露出を、AEロック撮
影と同様に固定できます。



FE ロックで撮る

4
構図を決めて
撮影する

FEロック FEロック未使用
（露出オーバー）

ストロボ撮影時の露出を、AEロック撮
影と同様に固定できます。



1
メニューを表
示する

2
設定する

zz［ 5］→［スト
ロボ制御］→［内
蔵ストロボ機能
設定］→［シンク
ロ設定］→項目を
選ぶ。

ストロボ発光のタイミングを変える

先幕で発光 後幕で発光

ストロボ発光とシャッターのタイミン
グを変えることができます。



1
メニューを表
示する

2
設定する

(1)
(2)

zz［ 5］→［ス
トロボ制御］→
［E-TTLzII 調光方
式］→［平均調光］
→ ボタン

調光方式を変える

評価調光 平均調光

ストロボ撮影時、標準的なストロボ露
出が得られる［評価調光］で調光され
ますが、外部調光ストロボのように測
光領域全体を平均的に測光するように
調光方式を変えることもできます。



ストロボの発光量を設定する

：小 ：大

［ / / ］モードでは、ストロボ
の発光量を3段階から選べます。

1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ / /z
］→［OK］

3
メニューを表
示する



4
設定する

zz［ 5］→［スト
ロボ制御］→［内
蔵ストロボ機能
設定］→［発光モー
ド］→［マニュアル
発光］→ ボ
タン

5
ストロボを上
げる

6
ストロボ発光
量を設定する

ストロボの発光量を設定する

：小 ：大

［ / / ］モードでは、ストロボ
の発光量を3段階から選べます。



ストロボの発光量を設定する

：小 ：大

［ / / ］モードでは、ストロボ
の発光量を3段階から選べます。

zz ボタン→
ダイヤルで発光
量を選ぶ→ ボ
タン



1
メニューを表
示する

2
設定を初期化
する

zz［ 5］→［スト
ロボ制御］→［設
定初期化］

zz［OK］→ ボタ
ン

ストロボの設定を初期化する



手ブレ補正の設定を変え
る

動画の手ブレを補正する レンズの光学特性による
影響を補正する

ノイズ低減の強さを変え
る

マルチショットノイズ低
減機能を使う

シャッター速度が遅いと
きのノイズを低減する

撮る
撮影スタイルにあわせて機能を変える

サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能



1
メニューを表
示する

2
設定する

(1)
(2)

zz［ 4］→［手ブ
レ補正設定］→
［手ブレ補正］→
項目を選ぶ。

手ブレ補正の設定を変える

入 切

手ブレ補正機能のあるEF-Mレンズを
付けているときは、MENUで手ブレ補
正を設定できます。



1
メニューを表
示する

2
設定する

(1)
(2)

zz［ 4］→［手ブ
レ補正設定］→
［動画電子 IS］→
項目を選ぶ。

動画の手ブレを補正する

する しない

手ブレ補正機能のあるレンズを付けて
いるときは、手ブレ補正を［入］にす
ると、動画撮影時の手ブレを補正する
ことができます。



1
メニューを表
示する

2
設定する

zz［ 4］→［レン
ズ光学補正］→項
目を選ぶ。
zz［補正データあ
り］が表示されて
いることを確認
する。 zz項目を選ぶ→

ボタン

レンズの光学特性による影響を
補正する

周辺光量補正：
しない

周辺光量補正：
する

レンズの特性によって、画像の四隅が
暗くなったり、被写体の輪郭部分の色
がにじんだり、絞りの影響により画像
の先鋭さが低下するなどの現象が起こ
ることがあり、これらを補正すること
ができます。



ノイズ低減の強さを変える

1
メニューを表
示する

2
設定する

zz［ 6］→［高感
度撮影時のノイ
ズ低減］→項目を
選ぶ→ ボタン

ノイズ低減の強さを［弱め］［標準］［強め］の3種類
から選べます。特に高い ISO感度で撮影するときに有
効です。



マルチショットノイズ低減機能を
使う

1
メニューを表
示する

2
設定する

zz［ 6］→［高
感度撮影時のノイ
ズ低減］→［ ］
→ ボタン

1回の撮影で4枚連続撮影して自動的に画像合成を
行うことで、ノイズを低減することができます。［高
感度撮影時のノイズ低減］の［強め］と比べ、より
高画質に撮影することができます。



シャッター速度が遅いときのノイズ
を低減する

1
メニューを表
示する

2
設定する

zz［ 6］→［長秒
時露光のノイズ
低減］→項目を選
ぶ→ ボタン

シャッター速度が1秒またはそれより遅いときに、
長秒時露光で発生するノイズを低減できます。



シャッター速度を決めて撮る
（Tvモード）

絞り数値を決めて撮る
（Avモード）

明るさ（露出）を決めて撮る（M
モード）

長時間露光（バルブ）撮
影

シャッター速度と絞り数
値を決めて動画を撮る

撮る
シャッター速度や絞りを決めて撮る

サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
設定する

zz ダイヤル
を回す。

シャッター速度を決めて撮る
（Tv モード）

遅い 速い

シャッター速度を目的の値に設定して
撮影できます。設定したシャッター速
度に応じて、カメラが自動的に絞り数
値を設定します。



シャッター速度を決めて撮る
（Tv モード）

遅い 速い

シャッター速度を目的の値に設定して
撮影できます。設定したシャッター速
度に応じて、カメラが自動的に絞り数
値を設定します。

4
撮影する



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
設定する

zz ダイヤル
を回す。

絞り数値を決めて撮る（Av モード）

小 大

絞り数値を目的の値に設定して撮影で
きます。設定した絞り数値に応じて、
カメラが自動的にシャッター速度を設
定します。



絞り数値を決めて撮る（Av モード）

小 大

絞り数値を目的の値に設定して撮影で
きます。設定した絞り数値に応じて、
カメラが自動的にシャッター速度を設
定します。

4
撮影する



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
ISO 感度を設
定する

zz［ ］→z
ISO感度を選ぶ。

明るさ（露出）を決めて撮る
（M モード）

シャッター速度と絞り数値を個別に設定して、目的
の露出で撮影できます。



明るさ（露出）を決めて撮る（M モード）

4
シャッター速
度を設定する

zz ダイヤルを
回す。

5
絞り数値を設
定する

zz ボタン→
ダイヤルを回す。

6
撮影する

シャッター速度と絞り数値を個別に設定して、目的
の露出で撮影できます。



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
設定する

長時間露光（バルブ）撮影

バルブ撮影は、シャッターボタンを全押している間
だけ露光を行う機能です。



長時間露光（バルブ）撮影

バルブ撮影は、シャッターボタンを全押している間
だけ露光を行う機能です。

zz ダイヤルで
シャッター速度
を［BULB］に設
定する。

4
撮影する



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
ISO 感度を設
定する

zz ボタン→
ダイヤルを回す。

シャッター速度と絞り数値を決めて
動画を撮る

マニュアル動画

シャッター速度、絞り数値、ISO感度を個別に設定
して撮影できます。



4
シャッター速
度を設定する

zz ボタン→
ダイヤルを回す。

5
絞り数値を設
定する

zz ボタン→
ダイヤルを回す。

6
撮影する

シャッター速度と絞り数値を決めて動画を
撮る

マニュアル動画

シャッター速度、絞り数値、ISO感度を個別に設定
して撮影できます。



カメラの詳細機能を設定
する

クイック設定画面に表示す
る項目を変える

クイック設定画面の項目
を並べ換える

撮る
カメラをカスタマイズする

サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能



カメラの詳細機能を設定する

MENUの［ 1］タブでは、撮影スタイルに応じて、カメラの機能を
細かく変更できます。
また、よく使う機能をボタンに登録することができます。

1
メニューを表
示する

2
機能の分類を
選ぶ

zz［ 1］→項目を
選ぶ→ ボタン

3
機能を選ぶ

zz機能を選ぶ→
ボタン

4
内容を選ぶ

zz内容を選ぶ→
ボタン



1
メニューを表
示する

zz［ 2］→［クイッ
ク設定カスタマ
イズ］→ ボタ
ン

2
表示するアイ
コンを選ぶ

zzアイコンを選ぶ→z
ボタンで

［ ］をつける
→ ボタン

3
設定する

zz［OK］→ ボタ
ン

クイック設定画面に表示する
項目を変える



1
メニューを表
示する

zz［ 2］→［クイッ
ク設定カスタマ
イズ］→ ボタ
ン

zz［並べ換え］をタッ
チする。

2
アイコンを並
べ換える

zzアイコンを選ぶ
→ ボタン→
/ ボタンで入
れたい場所を選
ぶ→ ボタン
→ ボタン

クイック設定画面の項目を
並べ換える



3
設定する

zz［OK］→ ボタ
ン

クイック設定画面の項目を
並べ換える



好みの設定で撮る（クリエイ
ティブアシスト）

クリエイティブアシストの
設定を登録する

クリエイティブアシスト
の設定を読み込む

クリエイティブアシストで撮影
した画像の設定を使う

撮る
クリエイティブアシスト

サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能



背景をぼかしたり明るさを変えたりして、自分好み
の設定で写真を撮ることができます。
好みの設定を登録して読み込んだり、［ ］モードで
撮影された画像から、設定を反映して撮影すること
もできます。

好みの設定で撮る（クリエイティブ
アシスト）

1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
設定画面を表
示する



4
設定する

(1)

(2)

zz / ボタンで項
目を選ぶ→ /
ボタンで設定す
る。

5
撮影画面に戻
す

6
撮影する

好みの設定で撮る（クリエイティブアシスト）

背景をぼかしたり明るさを変えたりして、自分好み
の設定で写真を撮ることができます。
好みの設定を登録して読み込んだり、［ ］モードで
撮影された画像から、設定を反映して撮影すること
もできます。



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
設定画面を表
示する

クリエイティブアシストの設定を
登録する



クリエイティブアシストの設定を登録
する

4
設定する

(1)

(2)

zz / ボタンで
項目を選ぶ→
/ ボタンで設定
する→ ボタン

5
登録する

(1)

(2)

zz［ ］→内容を選
ぶ→ ボタン

6
撮影画面に戻
す

zz［OK］→ ボタ
ン



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
設定画面を表
示する

クリエイティブアシストの設定を
読み込む



クリエイティブアシストの設定を
読み込む

4
設定を読み込
む

(1)

(2)

zz［ ］→内容を選
ぶ→ ボタン



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
再生モードに
する

クリエイティブアシストで撮影した
画像の設定を使う



4
［ ］モードの
画像を選ぶ

zz画像を選ぶ→
ボタン

5
設定を反映す
る

zz［ ］→ ボタン

クリエイティブアシストで撮影した画像の
設定を使う



動画を撮る 明るさを固定したり変え
て撮る

オートスローシャッター
を使わない

タイムラプス動画を撮る
（タイムラプス動画）

録音レベル（録音音量）
を設定する

ウィンドカットを使わな
い

撮る

1 2

サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能



アッテネーターを使う

撮る

1 2

サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能



動画を撮る

［ ］モードでは、いろいろな効果や機能を使用して、
動画を撮影できます。

1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
撮影をはじめ
る



4
撮影を終える

動画を撮る

［ ］モードでは、いろいろな効果や機能を使用して、
動画を撮影できます。



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
露出を固定す
る

明るさを固定したり変えて撮る

マイナス プラス

撮影前や撮影中に露出を固定したり、
露出を1/3段ずつ、－3段から＋3
段の範囲で変えられます。



4
露出を変える

zz ボタン→画面
を見ながら
ダイヤルを回す。

5
撮影する

明るさを固定したり変えて撮る

マイナス プラス

撮影前や撮影中に露出を固定したり、
露出を1/3段ずつ、－3段から＋3
段の範囲で変えられます。



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
メニューを表
示する

オートスローシャッターを使わない

ぎこちない動きの画像になったときに、オートスロー
シャッターを使わないようにできます。ただし、暗
いシーンを撮影しているときは、画像が暗くなるこ
とがあります。



4
設定する

zz［ 8］→［ z
オートスロー
シャッター］
→ ボタン

zz［しない］→ ボ
タン

オートスローシャッターを使わない

ぎこちない動きの画像になったときに、オートスロー
シャッターを使わないようにできます。ただし、暗
いシーンを撮影しているときは、画像が暗くなるこ
とがあります。



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
設定する

タイムラプス動画を撮る
（タイムラプス動画）

一定間隔で撮影した静止画をつなげることで1つの
動画を作成します。景色の変化など、被写体の変化
を早送りで見ることができます。



zz項目を選ぶ→
内容を選ぶ
→ ボタン

4
カメラを固定
して撮影する

タイムラプス動画を撮る
（タイムラプス動画）

一定間隔で撮影した静止画をつなげることで1つの
動画を作成します。景色の変化など、被写体の変化
を早送りで見ることができます。



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
メニューを表
示する

録音レベル（録音音量）を設定する

録音の音量をz
変える

［オート］では録音レベル（録音音量）が自動調整さ
れますが、撮影シーンにあわせて録音レベルを手動
で設定することができます。



zz［ 8］→［録音］
→ ボタン

4
設定する

zz［録音］→［マニュ
アル］→ ボタン

録音レベル（録音音量）を設定する

録音の音量をz
変える

［オート］では録音レベル（録音音量）が自動調整さ
れますが、撮影シーンにあわせて録音レベルを手動
で設定することができます。



録音レベル（録音音量）を設定する

録音の音量をz
変える

［オート］では録音レベル（録音音量）が自動調整さ
れますが、撮影シーンにあわせて録音レベルを手動
で設定することができます。

zz［録音レベル］
→ ボタン→
/ ボタンで設定
する→ ボタン



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
メニューを表
示する

ウィンドカットを使わない

ウィンドカットは、風が強いときに発生する雑音を
低減できる機能です。ただし、風がない場所で録音
したときは、不自然な音になることがあります。こ
のときに、ウィンドカットを使わないようにできま
す。



zz［ 8］→［録音］
→［ウィンドカッ
ト /アッテネー
ター］→ ボタ
ン

4
設定する

zz［ウィンドカッ
ト］→［切］
→ ボタン

ウィンドカットを使わない

ウィンドカットは、風が強いときに発生する雑音を
低減できる機能です。ただし、風がない場所で録音
したときは、不自然な音になることがあります。こ
のときに、ウィンドカットを使わないようにできま
す。



1
モードを選ぶ

2
撮影モードを
選ぶ

zz［ ］→［OK］

3
メニューを表
示する

アッテネーターを使う

大音響の環境でz
撮影

［オート］では撮影シーンにあわせてアッテネーター
を自動的に入れたり切ったりして、音割れを軽減し
ます。アッテネーターは［入］または［切］に設定
することもできます。



zz［ 8］→［録音］
→［ウィンドカッ
ト /アッテネー
ター］→ ボタ
ン

4
設定する

zz［アッテネーター］
→項目を選ぶ
→ ボタン

アッテネーターを使う

大音響の環境でz
撮影

［オート］では撮影シーンにあわせてアッテネーター
を自動的に入れたり切ったりして、音割れを軽減し
ます。アッテネーターは［入］または［切］に設定
することもできます。



サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能

セルフタイマーを使う セルフタイマーを使って
手ブレを防ぐ

セルフタイマーの設定を
変える

画面をタッチして撮る
（タッチシャッター）

連続して撮る 記録画質を変える

撮る

1 2



RAWz画像を記録する 縦横比（アスペクト比）
を変える

動画の画質を変える

撮る

1 2

サンプル写真から選ぶ カメラまかせで撮る いろいろなシーンで撮る

効果をつけて撮る（クリエ
イティブフィルター）

カメラを設定して撮る 動画用のモードで動画を撮
る

便利な機能



1
設定画面を表
示する

2
設定する

(1)

(2)

zz［ ］→［ ］
→ ボタン

3
撮影する

セルフタイマーを使う

シャッターボタンを押してから約10z秒後に撮影さ
れます。集合写真などで撮影する人も一緒に写ると
きなどに使います。



1
設定画面を表
示する

2
設定する

(2)

(1)

zz［ ］→［ ］
→ ボタン

3
撮影する

セルフタイマーを使って手ブレを防ぐ

シャッターボタンを押してから約2z秒後に撮影され
ます。シャッターボタンを押すときのカメラのブレ
を防ぐことができます。



1
設定画面を表
示する

2
設定する

(1)

(2)

zz［ ］→［ ］
→ ボタン

zz時間または枚数
を選ぶ→ / ボ
タンで数値を選
ぶ→ ボタ
ン

セルフタイマーの設定を変える

撮影されるまでのタイマー時間（0z–z30秒）と、撮
影枚数（1z–z10枚）を設定できます。



3
撮影する

セルフタイマーの設定を変える

撮影されるまでのタイマー時間（0z–z30秒）と、撮
影枚数（1z–z10枚）を設定できます。



1
設定する

zz［ ］をタッチし
て［ ］にする。

2
撮影する

画面をタッチして撮る（タッチシャッ
ター）

シャッターボタンを押す代わりに、画面をタッチし
て撮影します。
被写体にピントと明るさを合わせ、かんたんに撮影
することができます。



1
モードを選ぶ

2
設定画面を表
示する

3
設定する

(1)

(2)

zz［ ］→［ ］
→ ボタン

4
撮影する

連続して撮る

［ ］モードでは、シャッターボタンを全押ししたま
まにすると、連続撮影ができます。



zzシャッターボタ
ンを全押しした
ままにする。

連続して撮る

［ ］モードでは、シャッターボタンを全押ししたま
まにすると、連続撮影ができます。



1
設定画面を表
示する

2
項目を選ぶ

(1)

(2)

zz［ ］→内容を選
ぶ→ ボタン

記録画質を変える

2400万画
素 /高画質

約1060万
画素 /高画質

約590万画
素 /高画質

約380万画
素 /標準画質

2400万画
素 /標準画質

約1060万
画素 /標準画
質

約590万画
素 /標準画質



1
設定画面を表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ ］を選ぶ。

3
設定する

zzRAW画像だけを
記録：［ ］を選
ぶ。

RAW 画像を記録する

このカメラでは、JPEG画像とRAW画像を記録で
きます。
RAW画像とは、カメラ内での画像処理による劣化が
ほとんどない「生データ」のことです。



(1)
(2)

zzJPEG画像と
RAW画像を同時
に記録：JPEG
の記録画質を選
ぶ→ ボタ
ンで［RAW］に
［ ］をつける。

RAW 画像を記録する

このカメラでは、JPEG画像とRAW画像を記録で
きます。
RAW画像とは、カメラ内での画像処理による劣化が
ほとんどない「生データ」のことです。



1
設定画面を表
示する

2
項目を選ぶ

(1)

(2)

zz［ ］→内容を選
ぶ→ ボタン

縦横比（アスペクト比）を変える



1
設定画面を表
示する

2
項目を選ぶ

(2)

(1)
zz［ ］→内
容を選ぶ→ ボ
タン

動画の画質を変える

動画の画質（画像サイズとフレームレート）を設定
できます。フレームレートとは1秒間に何コマ記録
するかのことで、ビデオ方式の設定にあわせて選択
できる項目が変わります。



見る 探す 管理する

消す 静止画を編集する RAW画像をカメラで現像
する

動画を編集する

静止画を見る 拡大して見る スライドショーで見る

動画を見る 短編動画（ダイジェスト
動画）を見る

再生する



1
再生モードに
する

2
画像を選ぶ

zz ボタン：次の画像
zz ボタン：前の画像

静止画を見る

撮影した静止画を画面で見ることがで
きます。



拡大して見る

1
再生モードに
する

2
画像を選ぶ

3
拡大／縮小す
る

4
表示を変える

画像を拡大したり縮小したりして、見
ることができます。



zz表示位置移動：z
/ / / ボ

タン
zz画像切り換え：z
ボタン→z
/ ボタン

拡大して見る

画像を拡大したり縮小したりして、見
ることができます。



スライドショーで見る

1
再生モードに
する

2
メニューを表
示する

zz［ 1］→［スライド
ショー］→ ボタン

3
スライド
ショーを見る

zz［スタート］→
ボタン

カードに記録されている画像を自動的に再生しま
す。



動画を見る

1
再生モードに
する

2
画像を選ぶ

zz ボタン：次の画像
zz ボタン：前の画像

3
動画を再生す
る

撮影した動画を画面で見ることができ
ます。
動画では、［ ］が表示されます。



zz［ ］→ ボタン

4
音量を調整す
る

動画を見る

撮影した動画を画面で見ることができ
ます。
動画では、［ ］が表示されます。



短編動画（ダイジェスト動画）を
見る

1
再生モードに
する

2
画像を選ぶ

3
動画を再生す
る

［ ］モードで静止画を撮影すると短編動画（ダイ
ジェスト動画）が作成されます。ダイジェスト動画は、
作成された日にちごとに再生されます。



zz［ ］→ ボタ
ン

短編動画（ダイジェスト動画）を見る

［ ］モードで静止画を撮影すると短編動画（ダイ
ジェスト動画）が作成されます。ダイジェスト動画は、
作成された日にちごとに再生されます。



見る 探す 管理する

消す 静止画を編集する RAW画像をカメラで現像
する

動画を編集する

一覧表示（インデックス
表示）で探す

指定した条件で画像を探
す

電子ダイヤルで画像を探
す

再生する



一覧表示（インデックス表示）で
探す

1
再生モードに
する

2
一覧表示にす
る

3
画像を選ぶ

複数の画像を一覧で表示して、目的の画像を素早く
探せます。



指定した条件で画像を探す

カード内に多くの画像があるときは、指定した条件
で画像を検索して、目的の画像を素早く探せます。

1
再生モードに
する

2
設定画面を表
示する

zz［ ］→ ボタ
ン

3
条件を選ぶ



zz条件を選ぶ。
zz［ / / ］を
選んだときは2
つ目の条件を選
ぶ。

4
画像を見る

zz黄色の枠つきで
表示されます。

カード内に多くの画像があるときは、指定した条件
で画像を検索して、目的の画像を素早く探せます。

指定した条件で画像を探す



電子ダイヤルで画像を探す

1
再生モードに
する

2
条件を選ぶ

zz1枚表示の状態で
2本の指で左右
にドラッグする。

電子ダイヤルを使って、指定した条件で画像を飛ば
して、目的の画像を素早く探せます。



電子ダイヤルで画像を探す

zz検索条件が表示
されているとき
に、 / ボタ
ンで条件を選ぶ。

3
画像を見る

電子ダイヤルを使って、指定した条件で画像を飛ば
して、目的の画像を素早く探せます。



見る 探す 管理する

消す 静止画を編集する RAW画像をカメラで現像
する

動画を編集する

1枚ずつ保護する 1枚ずつ指定してまとめ
て保護する

範囲で指定して保護する

すべての画像を保護する お気に入り設定をする
（レーティング）

再生する



1 枚ずつ保護する

1
再生モードに
する

2
画像を選ぶ

3
設定画面を表
示する

4
保護する

(1)

(2)

zz［ ］→［ ］
→ ボタン

大切な画像をカメラの消去機能で誤って消さないよ
う、画像を1枚ずつ保護することができます。



1 枚ずつ指定してまとめて保護する

1
再生モードに
する

2
メニューを表
示する

zz［ 1］→［保護］
→ ボタン

3
項目を選ぶ

zz［画像指定］→
ボタン

画像を1枚ずつ選んで、まとめて保護することがで
きます。



1 枚ずつ指定してまとめて保護する

4
画像を選ぶ

zz画像を選ぶ
→ ボタン

5
保護する

zz［OK］→ ボタ
ン

画像を1枚ずつ選んで、まとめて保護することがで
きます。



範囲で指定して保護する

1
再生モードに
する

2
メニューを表
示する

3
項目を選ぶ

zz［ 1］→z
［保護］→z
［範囲で指定］z
→ ボタン

大切な画像をカメラの消去機能で誤って消さないよ
う、画像の範囲を指定して、保護することができます。



4
始点の画像を
指定する

zz［始点選択］→
ボタン

zz画像を選ぶ→
ボタン

5
終点の画像を
指定する

zz［終点選択］→
ボタン

zz画像を選ぶ→
ボタン

範囲で指定して保護する

大切な画像をカメラの消去機能で誤って消さないよ
う、画像の範囲を指定して、保護することができます。



6
保護する

zz ボタン→［保
護］→ ボタン

範囲で指定して保護する

大切な画像をカメラの消去機能で誤って消さないよ
う、画像の範囲を指定して、保護することができます。



すべての画像を保護する

1
再生モードに
する

2
メニューを表
示する

3
項目を選ぶ

zz［ 1］→［保護］
→［すべての画像
を保護］→ ボ
タン

大切な画像をカメラの消去機能で誤って消さないよ
う、すべての画像を保護することができます。



4
設定する

zz［OK］→ ボタ
ン

すべての画像を保護する

大切な画像をカメラの消去機能で誤って消さないよ
う、すべての画像を保護することができます。



お気に入り設定をする
（レーティング）

1
再生モードに
する

2
画像を選ぶ

3
設定画面を表
示する

4
設定する

(2)

(1)

zz［ ］→レベルを
選ぶ→ ボタン

6段階でお気に入りのレベル（レーティング）を設
定して、撮影した画像を分類できます。



見る 探す 管理する

消す 静止画を編集する RAW画像をカメラで現像
する

動画を編集する

1枚ずつ消す 1枚ずつ指定してまとめ
て消す

範囲を指定して消す

すべての画像を消す

再生する



1 枚ずつ消す

1
再生モードに
する

2
画像を選ぶ

3
消す

zz［消去］→ ボタ
ン

不要な画像を1枚ずつ選んで消せます。消した画像
は元に戻せないので十分に確認してから消してくだ
さい。



1 枚ずつ指定してまとめて消す

1
再生モードに
する

2
メニューを表
示する

3
項目を選ぶ

zz［ 1］→z
［消去］→z
［画像指定］→
ボタン

画像を1枚ずつ選んで、まとめて消すことができま
す。消した画像は元に戻せないので十分に確認して
から消してください。



1 枚ずつ指定してまとめて消す

4
画像を選ぶ

zz画像を選ぶ→
ボタンで［ ］
をつける。

5
消す

zz［OK］→ ボタ
ン

画像を1枚ずつ選んで、まとめて消すことができま
す。消した画像は元に戻せないので十分に確認して
から消してください。



範囲を指定して消す

1
再生モードに
する

2
メニューを表
示する

3
項目を選ぶ

zz［ 1］→z
［消去］→z
［範囲で指定］z
→ ボタン

範囲を指定して、画像を消すことができます。消し
た画像は元に戻せないので十分に確認してから消し
てください。



4
始点の画像を
指定する

zz［始点選択］→
ボタン

zz画像を選ぶ→
ボタン

5
終点の画像を
指定する

zz［終点選択］→
ボタン

zz画像を選ぶ→
ボタン

範囲を指定して消す

範囲を指定して、画像を消すことができます。消し
た画像は元に戻せないので十分に確認してから消し
てください。



範囲を指定して消す

6
消す

zz ボタン→［消
去］→ ボタン

範囲を指定して、画像を消すことができます。消し
た画像は元に戻せないので十分に確認してから消し
てください。



すべての画像を消す

1
再生モードに
する

2
メニューを表
示する

3
項目を選ぶ

zz［ 1］→z
［消去］→z
［すべての画像を
指定］→ ボタ
ン

すべての画像を一括で消すことができます。消した
画像は元に戻せないので十分に確認してから消して
ください。



4
消す

zz［OK］→ ボタ
ン

すべての画像を消す

すべての画像を一括で消すことができます。消した
画像は元に戻せないので十分に確認してから消して
ください。



見る 探す 管理する

消す 静止画を編集する RAW画像をカメラで現像
する

動画を編集する

画像を回転する 画像を小さくする（リサ
イズ）

画像を切り抜く（トリミ
ング）

画像にフィルター効果を
つける

赤目を補正する

再生する



画像を回転する

1
再生モードに
する

2
画像を選ぶ

3
設定画面を表
示する

4
項目を選ぶ

zz［ ］を選ぶ。

画像の向きを変えて保存することができます。



5
回転する

zz［ / ］→
ボタン

画像を回転する

画像の向きを変えて保存することができます。



画像を小さくする（リサイズ）

1
再生モードに
する

2
画像を選ぶ

3
設定画面を表
示する

4
項目を選ぶ

(1)

(2)

zz［ ］→内容を選
ぶ→ ボタン

撮影した画像の画素数を少なくして、別画像として保
存できます。



5
新規保存する

zz［OK］→ ボタ
ン

6
画像を確認す
る

zz［保存した画像］z
→ ボタン

画像を小さくする（リサイズ）

撮影した画像の画素数を少なくして、別画像として保
存できます。



画像を切り抜く（トリミング）

1
再生モードに
する

2
画像を選ぶ

3
設定画面を表
示する

4
項目を選ぶ

zz［ ］→ ボタン

撮影した画像の必要な部分を切り抜き、別画像として
保存できます。



画像を切り抜く（トリミング）

撮影した画像の必要な部分を切り抜き、別画像として
保存できます。

5
トリミング範
囲を設定する

zz枠の大きさを変更：z
2本の指で画面
をタッチして指
の間隔を広げる
／縮める
zz枠を移動：z
/ / / ボ

タン

zz枠の縦／横を変更：z
ダイヤルで

［ ］→ ボタ
ン
zz縦横比を変更：z

ダイヤルで
［ ］→ ボタ
ン

6
イメージを確
認する



zz ダイヤルで
［ ］→ ボタ
ン
zz ボタンを押す
たびに表示が切
り換わります。

7
新規保存する

zz ダイヤルで
［ ］→ ボタン

zz［OK］→ ボタ
ン

8
画像を確認す
る

zz［保存した画像］z
→ ボタン

画像を切り抜く（トリミング）

撮影した画像の必要な部分を切り抜き、別画像として
保存できます。



画像にフィルター効果をつける

1
再生モードに
する

2
画像を選ぶ

3
設定画面を表
示する

4
効果を選ぶ

(1)

(2)

zz［ ］→内容を選
ぶ→ ボタン

［ / / / / / / ］モード
で撮影したときと同じような効果をつけ
て、別画像として保存できます。



5
効果の詳細を
設定する

zz / / / ボ
タンや ダイ
ヤルで設定する
→ ボタン

6
新規保存する

zz［OK］→ ボタ
ン

7
画像を確認す
る

zz［保存した画像］z
→ ボタン

画像にフィルター効果をつける

［ / / / / / / ］モード
で撮影したときと同じような効果をつけ
て、別画像として保存できます。



赤目を補正する

1
再生モードに
する

2
メニューを表
示する

3
項目を選ぶ

zz［ 3］→［赤目
補正］→ ボタ
ン

目が赤く撮影されてしまった画像の赤目部分を自動
的に補正します。別画像として保存できます。



4
画像を選ぶ

5
補正する

zz ボタンを押す。

6
新規保存する

zz［新規保存］→
ボタン

7
画像を確認す
る

赤目を補正する

目が赤く撮影されてしまった画像の赤目部分を自動
的に補正します。別画像として保存できます。



zz ボタン→
［保存した画像］
→ ボタン

赤目を補正する

目が赤く撮影されてしまった画像の赤目部分を自動
的に補正します。別画像として保存できます。



見る 探す 管理する

消す 静止画を編集する RAW画像をカメラで現像
する

動画を編集する

RAW画像を現像する 現像方法を設定してRAW
画像を現像する

再生する



RAW 画像を現像する

1
再生モードに
する

2
RAWz画像を選
ぶ

3
設定画面を表
示する

4
項目を選ぶ

(1)

(2)

zz［ ］→［ ］
→ ボタン

RAWで撮影した画像をカメラで現像処理することが
できます。RAW画像は残したまま、JPEG画像と
して保存されます。



5
保存する

zz［OK］→ ボタ
ン

6
画像を確認す
る

zz［保存した画像］
→ ボタン

RAW 画像を現像する

RAWで撮影した画像をカメラで現像処理することが
できます。RAW画像は残したまま、JPEG画像と
して保存されます。



現像方法を設定して RAW 画像
を現像する

1
再生モードに
する

2
RAWz画像を選
ぶ

3
設定画面を表
示する

4
項目を選ぶ

(1)

(2)

zz［ ］→［ ］
→ ボタン

RAWで撮影した画像を現像方法を細かく設定して、
カメラで現像処理することができます。RAW画像は
残したまま、JPEG画像として保存されます。



5
現像方法を設
定する

zz項目を選ぶ→
ボタン

zz内容を選ぶ→
ボタン

6
保存する

zz［ ］→ ボタン
→［OK］→ ボ
タン

現像方法を設定して RAW 画像を現像する

RAWで撮影した画像を現像方法を細かく設定して、
カメラで現像処理することができます。RAW画像は
残したまま、JPEG画像として保存されます。



7
画像を確認す
る

zz［保存した画像］
→ ボタン

現像方法を設定して RAW 画像を現像する

RAWで撮影した画像を現像方法を細かく設定して、
カメラで現像処理することができます。RAW画像は
残したまま、JPEG画像として保存されます。



見る 探す 管理する

消す 静止画を編集する RAW画像をカメラで現像
する

動画を編集する

動画の前後を削除する ファイルサイズを小さく
する

ダイジェスト動画を編集
する

再生する



動画の前後を削除する

1
再生モードに
する

2
動画を選ぶ

zz動画を選ぶ→
ボタン

3
再生してから
一時停止する

zz［ ］→ ボタン
→再生中に ボ
タン

撮影した動画の前後を削除できます。ただし、ダイ
ジェスト動画の前後は、削除できません。



4
項目を選ぶ

zz［ ］→ ボタン

5
編集範囲を指
定する

(1)

(2)

zz［ / ］z
→ / ボタンで
［ / ］を動かす。
zz［ ］が表示され
ます。

zz［ ］を選ぶと
［ ］位置より前
部、［ ］を選ぶと
後部が削除され
ます。

動画の前後を削除する

撮影した動画の前後を削除できます。ただし、ダイ
ジェスト動画の前後は、削除できません。



6
編集した動画
を確認する

zz［ ］→ ボタン

7
保存する

zz［ ］→ ボタン zz［新規保存］→
ボタン

zz［圧縮せず新規保
存］→ ボタン

動画の前後を削除する

撮影した動画の前後を削除できます。ただし、ダイ
ジェスト動画の前後は、削除できません。



ファイルサイズを小さくする

1
再生モードに
する

2
動画を選ぶ

zz動画を選ぶ→
ボタン

3
再生してから
一時停止する

zz［ ］→ ボタン
→再生中に ボ
タン

動画を圧縮して保存することで、ファイルサイズを
小さくできます。



4
項目を選ぶ

zz［ ］→ ボタン

5
項目を選ぶ

zz［ ］→ ボタン

6
保存する

zz［新規保存］→
ボタン

zz［圧縮して新規保
存］→ ボタン

ファイルサイズを小さくする

動画を圧縮して保存することで、ファイルサイズを
小さくできます。



ダイジェスト動画を編集する

1
再生モードに
する

2
画像を選ぶ

zz［ ］の画
像を選ぶ→ ボ
タン

［ ］モードで作成されたチャプターを1つずつ選ん
で消すことができます。消したチャプターは元に戻す
ことはできないため、十分に確認してから消してくだ
さい。



3
再生してから
一時停止する

zz［ ］→ ボタ
ン→再生中に
ボタン

4
チャプターを選
ぶ

zz［ ］/［ ］
→ ボタン

5
［ ］を選ぶ

zz［ ］→ ボタン

ダイジェスト動画を編集する

［ ］モードで作成されたチャプターを1つずつ選ん
で消すことができます。消したチャプターは元に戻す
ことはできないため、十分に確認してから消してくだ
さい。



6
消す

zz［OK］→ ボタ
ン

ダイジェスト動画を編集する

［ ］モードで作成されたチャプターを1つずつ選ん
で消すことができます。消したチャプターは元に戻す
ことはできないため、十分に確認してから消してくだ
さい。



無線機能でできること NFC対応のスマートフォン
に画像を送る

再生モードでNFC対応のス
マートフォンに画像を送る

Bluetooth対応のスマート
フォンに画像を送る

Webサービスの情報を登録する
CANONziMAGEzGATEWAY

Webサービスの情報を登録する
ほかのWebサービス

Webサービスに画像を
送る

無線機能



無線機能でできること

Wi-Fi 機能

スマートフォン、タブレット端末
Wi-Fi 機能を持つスマートフォンやタブレット端末に画像を送信できます。

Webサービス
CANONziMAGEzGATEWAYやいろいろなWebサービスにカメラ内の画像を
送信できます。

Bluetooth® 機能

Bluetoothzlowzenergyztechnology（以降は「Bluetooth」と記載）に対応し
ているスマートフォンとかんたんに接続できます。

スマートフォンをリモコン代わりにして、撮影や再生の操作をすることができま
す。



メディアプレーヤー
DLNA* 対応のテレビなどで画像を見ることができます。
*DigitalzLivingzNetworkzAlliance

プリンター
Wi-Fi で使えるPictBridge（DPSzoverzIP）に対応したプリンターに画像を送っ
て印刷できます。

別のカメラ
キヤノン製のWi-Fi 対応カメラ同士で画像を送受信できます。

これらの3つの操作方法については「カメラガイド」を参照してください。

無線機能でできること



NFC 対応のスマートフォンに画像を
送る

1
電源を入れる

2
Cameraz
Connect をイ
ンストールする

ON

zzNFC機能を有効
にする。

zz マーク同士を
タッチする。
zzスマートフォン
でGooglezPlay
が自動的に起動
します。

zzCameraz
Connect をダウ
ンロードしてイ
ンストールする。



3
接続する

zz マーク同士を
タッチする。

zz［OK］→ ボタ
ン
zzスマートフォ
ンでCameraz
Connect が起動
し、カメラと自動
で接続されます。

4
公開設定する

zz［すべての画像］
→ ボタン

5
画像を送る

zz画像を選ぶ→［こ
の画像を送信］
→ ボタン

NFC 対応のスマートフォンに画像を送る



6
接続を切る

zz ボタン→
［OK］→ ボタ
ン

NFC 対応のスマートフォンに画像を送る



再生モードで NFC 対応のスマート
フォンに画像を送る

1
再生モードに
する

2
Cameraz
Connect をイ
ンストールする

ON

zzNFC機能を有効
にする。

zz マーク同士を
タッチする。
zzスマートフォン
でGooglezPlay
が自動的に起動
します。

zzCameraz
Connect をダウ
ンロードしてイ
ンストールする。



3
接続する

zz マーク同士を
タッチする。

zz［OK］→ ボタ
ン
zzスマートフォ
ンでCameraz
Connect が起動
し、カメラと自動
で接続します。

4
画像を選ぶ

zz画像を選ぶ→
ボタンで［ ］
をつける。
zz ボタン→
［OK］→ ボタン

5
画像を送る

zz［送信］→ ボタ
ン

再生モードで NFC 対応のスマートフォンに画像
を送る



6
接続を切る

zz ボタン→
［OK］

再生モードで NFC 対応のスマートフォンに画像
を送る



Bluetooth 対応のスマートフォンに
画像を送る

1
Cameraz
Connect をイ
ンストールする

zzAppzStore/
GooglezPlay
から Cameraz
Connect をダウ
ンロードし、イン
ストールする。

2
電源を入れる

3
ニックネームを
登録する

zz ボタン→
［ 4］→［無線通
信の設定］→［ニッ
クネーム］→ ボ
タン

zzニックネームを入
力→ ボタ
ン



zz［無線通信の設
定］画面に戻りま
す。

4
ペアリングがで
きる状態にする

zz［Bluetooth 設
定］→［ペアリン
グ］→ ボタン

zz接続待機の状態
になります。

5
Cameraz
Connect を起
動する

zzBluetooth を有
効にする。
zzCameraz
Connect を起動
する。

Bluetooth 対応のスマートフォンに画像を
送る



6
接続するカメ
ラを選ぶ

zzスマートフォン
を操作する。

7
ペアリングを
完了する

zz［OK］→ ボタ
ン

zz ボタンを押す。

8
画像を取り込
む

zzスマートフォン
を操作する。

Bluetooth 対応のスマートフォンに画像を
送る



Webサービスの情報を登録する
CANONziMAGEzGATEWAY

1
Wi-Fi メニュー
を表示する

zz［ニックネームの
登録］画面が表
示されたとき：
［OK］→ ボタ
ン

2
［ ］を選ぶ

zz［ ］→ ボタ
ン

3
メールアドレ
ス入力許諾に
同意する

zz［同意する］→
ボタン



4
アクセスポイ
ントの接続方
法を選ぶ

(a)

(b)

(a)WPS接続
するとき
zz［WPS機能で接
続］→ ボタン
→手順5（A）

(b) 一覧から選
ぶとき
zzアクセスポイン
トを選ぶ→ ボ
タン→手順5（B）

5
（A）接続する

zz［WPS（PBC方
式）］→ ボタン

zzアクセスポイン
トのWPS接続
用ボタンを数秒
間押したままに
する。

Webサービスの情報を登録する
CANONziMAGEzGATEWAY



zz ボタンを押す。

（B）接続する

zz ボタン→パス
ワードを入力→
［次へ］→ ボタ
ン

zz［自動］→ ボタ
ン

6
メールアドレ
スを入力する

zz ボタン→メー
ルアドレスを入力
→［次へ］→
ボタン

Webサービスの情報を登録する
CANONziMAGEzGATEWAY



7
4桁の数字を
入力する

zz ボタン→任意
の数字を入力→
［次へ］→ ボタ
ン
zzこの数字は手順
9で必要になり
ます。

8
メールが送信
されたことを
確認する

zz手順6で入力し
たメールアドレ
スに通知メール
が送信されます。
zz確認画面で ボ
タンを押す。

zz［ ］が［ ］
になります。

9
カメラ連携の設
定をする

zzパソコン /スマー
トフォンから通
知メールのURL
にアクセスし、案
内にしたがって
設定する。

Webサービスの情報を登録する
CANONziMAGEzGATEWAY



zz［ ］→ ボタ
ン
zz［ ］と
CANONziMAGEz
GATEWAYが送
信先として追加
されます。

Webサービスの情報を登録する
CANONziMAGEzGATEWAY



Webサービスの情報を登録する
ほかのWebサービス

1
設定画面を表
示する

zzパソコン /ス
マートフォンで、
CANONziMAGEz
GATEWAYサ
イト「http://
www.canon.
com/cig/」へア
クセスする。

2
利用するWeb
サービスを設
定する

zz画面の指示にし
たがって設定す
る。

3
Wi-Fi メニュー
を表示する

zz［ ］→ ボタ
ン
zzWebサービスの
設定が更新され
ます。

http://www.canon.com/cig/
http://www.canon.com/cig/
http://www.canon.com/cig/


Web サービスに画像を送る

1
Wi-Fi メニュー
を表示する

2
接続先を選ぶ

zzアイコンを選ぶ
→ ボタン
zz［送信先の選択］
画面が表示され
たとき：項目を選
ぶ→ ボタン

3
画像を送る

zz画像を選ぶ→［こ
の画像を送信］
→ ボタン
zz送信完了後の画
面で［OK］→
ボタン



AF補助光（ランプ）が
光らないようにする

赤目緩和機能（ランプ）
を切る

撮影直後の画像表示時
間を変える

フォルダを撮影日ごと
に作る

画像番号のつけかたを
変える

カードを初期化する

カードを物理フォー
マット（初期化）する

ビデオ方式を変える エコモードを使う

その他の設定をする

1 2 3 4



節電機能（オートパワー
オフ）の設定を変える

画面の明るさを変える 撮影時の情報の表示内
容を設定する

再生時の情報の表示内
容を設定する

世界時計を使う 日付／時刻を変える

表示言語を変える 電子音を鳴らさない 操作したときに音を鳴
らす

その他の設定をする

1 2 3 4



文字入力で半角スペー
スを使う

文字入力の変換履歴を
初期化する

機能の説明を表示しな
い

撮影モードを一覧で表
示する

タッチパネルの設定を
変える

タッチパネルを一時的
にロックする

撮像素子の自動クリー
ニングを行わない

撮像素子のクリーニン
グ機能を動作させる

撮像素子を手作業で清
掃する

1 2 3 4

その他の設定をする



認証マークを確認する 画像に記録する著作権
の情報を登録する

登録した著作権情報を
まとめて消す

カメラの基本設定を初
期状態に戻す

カメラの設定を機能ご
とに初期状態に戻す

その他の設定をする

1 2 3 4



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 3］→［AF
補助光の投光］
→ ボタン

3
設定する

zz［しない］→ ボ
タン

AF 補助光（ランプ）が光らないように
する

暗いところでシャッターボタンを半押しすると、ピントを合わせるため
にランプ（前面）が点灯します。このランプを点灯しないようにするこ
とができます。



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 5］→z
［ストロボ制御］z
→ ボタン

3
設定する

zz［赤目緩和機能］z
→ ボタン

赤目緩和機能（ランプ）を切る

暗いところでのストロボ撮影では、人の目が赤く撮影されることを緩和
するため、ランプ（前面）が点灯します。このランプを点灯しないよう
にすることができます。



zz［切］→ ボタン

赤目緩和機能（ランプ）を切る

暗いところでのストロボ撮影では、人の目が赤く撮影されることを緩和
するため、ランプ（前面）が点灯します。このランプを点灯しないよう
にすることができます。



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 2］→［撮影
画像の確認時間］
→ ボタン

3
設定する

zz項目を選ぶ→
ボタン

撮影直後の画像表示時間を変える



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 1］→［フォ
ルダ作成］→
ボタン

3
設定する

zz［毎日］→ ボタ
ン

フォルダを撮影日ごとに作る

撮影した画像を保存するフォルダは月ごとに作成されますが、撮影日ご
とに作成することもできます。



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 1］→［画像
番号］→ ボタ
ン

3
設定する

zz項目を選ぶ→
ボタン

画像番号のつけかたを変える

撮影した画像には、撮影した順に0001～ 9999の番号がつけられ、
1つのフォルダに2000枚ずつ保存されます。この画像番号のつけか
たを変えることができます。



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 1］→［カー
ドの初期化］
→ ボタン

3
実行する

zz［OK］→ ボタ
ン

カードを初期化する

新しく買ったカードやほかのカメラやパソコンで初期化したカードは、
このカメラで初期化（フォーマット）することをおすすめします。
初期化するとカード内のすべてのデータは消され、元に戻すことはでき
ません。



zz［OK］→ ボタ
ン→［OK］

カードを初期化する

新しく買ったカードやほかのカメラやパソコンで初期化したカードは、
このカメラで初期化（フォーマット）することをおすすめします。
初期化するとカード内のすべてのデータは消され、元に戻すことはでき
ません。



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 1］→［カー
ドの初期化］
→ ボタン

3
実行する

(1)

(2)

カードを物理フォーマット（初期化）
する

［カードが異常です］のメッセージが表示されたとき、カメラが正しく
動作しない、カードへの画像記録／再生時の読み出しや連続撮影速度が
遅くなった、動画撮影が途中で止まるなどのときに行います。
物理フォーマットをすると、カード内のすべてのデータは消され、元に
戻すことはできません。



 z ボタンで［ ］
をつける→［OK］
→ ボタン

zz［OK］→ ボタ
ン→［OK］

カードを物理フォーマット（初期化）する

［カードが異常です］のメッセージが表示されたとき、カメラが正しく
動作しない、カードへの画像記録／再生時の読み出しや連続撮影速度が
遅くなった、動画撮影が途中で止まるなどのときに行います。
物理フォーマットをすると、カード内のすべてのデータは消され、元に
戻すことはできません。



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 1］→［ビデ
オ方式］→ ボ
タン

3
設定する

zz項目を選ぶ→
ボタン

ビデオ方式を変える

テレビの映像方式を設定します。この設定に応じて、動画で選べる画質
（フレームレート）も変わります。



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 2］→z
［エコモード］z
→ ボタン

3
設定する

zz［入］→ ボタン

エコモードを使う

撮影モードでのバッテリーの消耗をおさえる機能です。カメラを操作し
ていないときに画面が暗くなり、消費電力がおさえられます。



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 2］→［節電］
→ ボタン

zz［ディスプレイオ
フ］または［オー
トパワーオフ］
→ ボタン

節電機能（オートパワーオフ）の設定を
変える

節電機能（オートパワーオフ）を切ったり、画面が消えるまでの時間（ディ
スプレイオフ）を変えたりできます。



3
設定する

zz設定を変える
→ ボタン

節電機能（オートパワーオフ）の設定を
変える

節電機能（オートパワーオフ）を切ったり、画面が消えるまでの時間（ディ
スプレイオフ）を変えたりできます。



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 2］→［画面
の明るさ］→
ボタン

3
設定する

画面の明るさを変える

画面の明るさを変えられます。



zz / ボタンで
明るさを変える
→ ボタン

画面の明るさを変える

画面の明るさを変えられます。



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 1］→［撮
影情報表示設定］
→ ボタン

3
設定する

撮影時の情報の表示内容を設定する

撮影画面にグリッドを表示できます。また、 ボタンを押したときに
表示されるヒストグラムの種類を設定できます。



zz［グリッド］また
は［ヒストグラ
ム］→ ボタン

4
設定する

zz / ボタンで
項目を選択→
ボタン

撮影時の情報の表示内容を設定する

撮影画面にグリッドを表示できます。また、 ボタンを押したときに
表示されるヒストグラムの種類を設定できます。



再生時の情報の表示内容を設定する

再生モードで ボタンを押すと、表示される撮影情報が切り換わりま
す。表示させたい撮影情報を設定します。

1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 5］→z
［再生情報表示設
定］→ ボタン

3
設定する



zz表示する情報表
示を選ぶ→ ボ
タンで［ ］を
つける。

再生時の情報の表示内容を設定する

再生モードで ボタンを押すと、表示される撮影情報が切り換わりま
す。表示させたい撮影情報を設定します。



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 2］→z
［エリア設定］z
→ ボタン

3
訪問先のエリ
アを設定する

zz［ 訪問先］→
ボタン

世界時計を使う

海外へ旅行するときなど、あらかじめ訪問先（旅行先）のエリアを登録
しておくと、エリアを切り換えるだけで、登録したエリアの日時で記録
できます。日付／時刻を設定しなおす必要がなく便利です。



(1)

(2)

zz訪問先エリアを選
ぶ→［ / ］
→ ボタン

4
訪問先のエリア
に切り換える

zz［ 訪問先］→z
ボタン

世界時計を使う

海外へ旅行するときなど、あらかじめ訪問先（旅行先）のエリアを登録
しておくと、エリアを切り換えるだけで、登録したエリアの日時で記録
できます。日付／時刻を設定しなおす必要がなく便利です。



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 2］→z
［日付 /時刻］z
→ ボタン

3
設定する

日付／時刻を変える

日付／時刻を、現在の設定から変えられます。



zz項目を選んで設
定する→ ボタ
ン

日付／時刻を変える

日付／時刻を、現在の設定から変えられます。



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 2］→［言語
］→ ボタン

3
設定する

zz言語を選ぶ→
ボタン

表示言語を変える

画面に表示される言語を変えられます。



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 3］→［電子音］
→ ボタン

3
設定する

zz［切］→ ボタン

電子音を鳴らさない

シャッターボタンを半押ししたときやセルフタイマーなどの電子音を鳴
らさないようにできます。



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 3］→［操作音］
→ ボタン

3
設定する

zz［入］→ ボタン

操作したときに音を鳴らす

カメラのボタンを押したり画面をタッチしたときに、音が鳴るようにす
ることができます。



文字入力で半角スペースを使う

1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 2］→［日本
語入力設定］z
→ ボタン

zz［スペースの設
定］→ ボタン

3
設定する

zz［常に半角を使
う］→ ボタン



文字入力の変換履歴を初期化する

1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 2］→［日本
語入力設定］z
→ ボタン

zz［変換履歴の初期
化］→ ボタン

3
初期化する

zz［OK］→ ボタ
ン



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 3］→z
［機能ガイド］z
→ ボタン

3
設定する

zz［切］→ ボタン

機能の説明を表示しない

クイック設定画面や撮影機能画面で項目を選ぶと、機能の説明が表示さ
れます。この説明を表示しないようにすることができます。



1
モードを選ぶ

2
メニューを表
示する

3
項目を選ぶ

zz［ 3］→［撮影
モード選択画面］
→ ボタン

撮影モードを一覧で表示する

撮影モードの選択画面で、モード名は表示せず、撮影モードのアイコン
だけを一覧表示することで素早くモードを選ぶことができます。



撮影モードを一覧で表示する

撮影モードの選択画面で、モード名は表示せず、撮影モードのアイコン
だけを一覧表示することで素早くモードを選ぶことができます。

4
設定する

zz［一覧表示］→
ボタン



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 3］→z
［タッチ操作］z
→ ボタン

3
設定する

zz［敏感］→ ボタ
ン

タッチパネルの設定を変える

タッチパネルの感度を上げて軽いタッチにも敏感に反応するようにでき
ます。



タッチパネルを一時的にロックする

1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 3］→［タッ
チロック設定］
→ ボタン

3
設定する

タッチパネルをロックすると、撮影画面でタッチパネルに誤って触れて
しまったときの誤操作を防ぐことができます。



zz［タッチロック］
→［する］→
ボタン

zz［ロックするまで
の時間］→項目を
選ぶ→ ボタン

タッチパネルをロックすると、撮影画面でタッチパネルに誤って触れて
しまったときの誤操作を防ぐことができます。

タッチパネルを一時的にロックする



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 3］→［セン
サークリーニン
グ］→ ボタン
→［自動クリーニ
ングz ］→
ボタン

3
設定する

zz［しない］→ ボ
タン

撮像素子の自動クリーニングを
行わない

電源を入り切りしたときや節電機能で電源が切れたときには、撮像素子
前面に付いたゴミを自動的に取り除くクリーニング機能が働きます。こ
の自動クリーニング機能を使わないようにすることができます。



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 3］→［セ
ンサークリーニ
ング］→ ボタ
ン→［今すぐク
リーニングz ］
→ ボタン

3
実行する

zz［OK］→ ボタ
ン

撮像素子のクリーニング機能を動作
させる

電源を入り切りしたときや節電機能で電源が切れたときには、撮像素子
前面に付いたゴミを自動的に取り除くクリーニング機能が働きます。必
要に応じてクリーニング機能を動作させることができます。



1
電源を切る

2
レンズを外す

(1)

(2)

(3)

3
撮像素子を清
掃する

撮像素子を手作業で清掃する

撮像素子のクリーニング機能で取りきれないゴミやホコリがあったとき
に、市販品のブロアーなどを使用して、自分で清掃できます。
撮像素子は非常にデリケートな部品です。手作業での清掃が必要なとき
は、できるだけ修理受付窓口にお申し付けください。



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 4］→［認証
マーク表示］z
→ ボタン

認証マークを確認する

このカメラが対応している認証マークの一部は、画面に表示して確認で
きます。また、そのほかの認証マークは、本書やカメラ本体、カメラが
入っていた箱にも表記されています。



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 4］→z
［著作権情報］z
→ ボタン

3
登録する

画像に記録する著作権の情報を登録する

作成者名や著作権者名を登録しておくと、撮影した画像に登録した情報
を記録できます。



zz［作成者名入力］ま
たは［著作権者名
入力］→ ボタ
ン→名前を入力
→ ボタン

zz［はい］→ ボタ
ン

画像に記録する著作権の情報を登録する

作成者名や著作権者名を登録しておくと、撮影した画像に登録した情報
を記録できます。



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 4］→z
［著作権情報］z
→ ボタン

3
消去する

zz［著作権情報の消
去］→ ボタン

登録した著作権情報をまとめて消す

登録されている作成者名と著作権者名をまとめて消すことができます。



zz［OK］→ ボタ
ン

登録した著作権情報をまとめて消す

登録されている作成者名と著作権者名をまとめて消すことができます。



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 4］→［カメ
ラの初期化］z
→ ボタン

zz［基本設定］→
ボタン

カメラの基本設定を初期状態に戻す

カメラの設定を誤って変えてしまったときは、初期状態に戻せます。



3
実行する

zz［OK］→ ボタ
ン

カメラの基本設定を初期状態に戻す

カメラの設定を誤って変えてしまったときは、初期状態に戻せます。



1
メニューを表
示する

2
項目を選ぶ

zz［ 4］→［カメ
ラの初期化］z
→ ボタン

zz［基本以外の設
定］→ ボタン

zz初期化する機能
を選ぶ→ ボタ
ン

カメラの設定を機能ごとに初期状態
に戻す



3
実行する

zz［OK］→ ボタ
ン

カメラの設定を機能ごとに初期状態に戻す



索引

数字
1点（AFフレームモード）zz153

アルファベット

A
AEzロックzz124
AFフレームzz153
Av（撮影モード）zz180

C
CamerazConnectzz298,z301,z
304
CANONziMAGEzGATEWAYzz
307,z312

D
DLNAzz296

F
FEzロックzz162

I
ISO 感度zz126

M
MF（手動ピント合わせ）zz146
MFピーキングzz151
MWBzz133
M（撮影モード）zz182

P
P（撮影モード）zz7



R
RAWzz229
RAW現像zz281,z283

T
Tv（撮影モード）zz178

W
Webサービスへの送信zz313

かな

あ
赤目補正zz277
圧縮率zz228

い
色あい（ホワイトバランス）zz132
色温度zz136,z138
色収差補正zz173
色の濃さzz140
インデックス表示zz243

う
ウィンドカットzz215

え
エコモードzz329

索引



お
オートモード（撮影モード）zz38,z
80,z81
オートライティングオプティマイザzz
128
お気に入り設定zz257
音zz343

か
カードzz22
海外で使うzz338
階調優先zz129
回転zz268
顔 +追尾優先AFzz153
拡大表示zz235
各部のなまえzz46

画像
消すzz259,z260,z262,z265
表示時間zz321
保護zz249,z250,z252,z255

画像番号zz323
画像を送るzz313
カメラ
設定初期化zz361,z363

画面
表示言語zz26

き
魚眼風（撮影モード）zz103
記録画素数（画像の大きさ）zz228
近接撮影zz91

索引



く
クイック設定画面
基本操作zz60
タッチ操作zz70

クリーニング（撮像素子）zz353,z
354,z355
クリエイティブアシスト（撮影モー
ド）zz194
クリエイティブフィルターzz275
クローズアップ（撮影モード）zz91

け
消すzz259,z260,z262,z265
検索zz244

こ
高感度撮影時のノイズ低減zz174
ゴミの写り込み防止zz354,z355

さ
サーボAFzz154

し
ジオラマ風（撮影モード）zz111
自分撮り（撮影モード）zz86
ジャンプ表示zz246
充電zz21
周辺光量補正zz173
白黒画像zz99

索引



す
水彩風（撮影モード）zz107
ズームzz38,z40
ストラップzz20
ストロボ
FEロックzz162
設定初期化zz169
調光方式zz165
調光補正zz161
発光タイミングzz164
発光量zz166
モードzz160

スポーツ（撮影モード）zz92

スマートフォンへの送信zz298,z
301,z304
スムーズゾーンAFzz153
スライドショーzz237

せ
世界時計zz338
設定初期化zz361,z363
セルフタイマー
セルフタイマーを使うzz221
タイマー時間と撮影枚数を変え
るzz223

センサークリーニングzz353,z354
全消去zz265

索引



そ
測光方式zz125
ソフトフォーカス（撮影モード）zz
101

た
タイムラプス動画（撮影モード）zz
210
タッチAFzz157
タッチシャッターzz225
縦横比を変えるzz231

ち
調光補正zz161
長時間露光zz184
長秒時露光のノイズ低減zz176

て
手ブレ補正zz171
手持ち夜景（撮影モード）zz95

と
動画
画質（記録画素数 /zフレーム数）zz
232
編集zz287,z290,z292

トリミング（画像の切り抜き）zz
272

の
ノイズ低減
高感度zz174,z175
長秒時zz176

索引



は
ハイダイナミックレンジ（撮影モー
ド）zz114
バッテリー
エコモードzz329
充電zz21

バルブ撮影zz184

ひ
ピクチャースタイルzz139,z140,z
142
日付／時刻
世界時計zz338
設定zz25
変更zz340

表示言語zz26
表示時間zz321

ピント合わせ
AFフレームzz153
MFピーキングzz151
サーボAFzz154
タッチAFzz157

ピント位置拡大zz146

ふ
風景（撮影モード）zz90
フォーカスゾーン
マニュアルフォーカスzz146

プラスムービーオート（撮影モード）zz
83

索引



へ
編集
赤目補正zz277
トリミング（画像の切り抜き）zz
272
リサイズ（画像を小さくする）zz
270

ほ
ポートレート（撮影モード）zz88
保護zz249,z250,z252,z255
ホワイトバランス（色あい）zz132

ま
マクロ撮影zz91
マニュアルフォーカスzz146
マニュアルホワイトバランスzz133

マルチショットノイズ低減機能zz
175

み
見る
インデックス表示zz243
拡大表示zz235
画像の検索zz244
ジャンプ表示zz246
スライドショーzz237
静止画zz234
タッチ操作zz74
短編動画（ダイジェスト動画）zz
240
動画zz238

索引



む
無線機能zz296

め
メニュー
基本操作zz62
タッチ操作zz72

ゆ
油彩風（撮影モード）zz105

ら
ラフモノクロ（撮影モード）zz99
ランプzz68,z318,z319

り
リサイズ（画像を小さくする）zz
270
料理（撮影モード）zz93

れ
レーティングzz257
レンズ
取り付けるzz27
取り外すzz29
ロック解除zz29

ろ
露出
AEロックzz124
FEロックzz162
補正zz122

索引



無線機能（Wi-Fi/Bluetooth など）
について

zz 無線機能が使える国や地域について
- 無線機能の使用は、国や地域ごとの法令等により規制されていることがあ
るため、違反すると罰せられることがあります。z
そのため、無線機能が使用できる国や地域については、キヤノンのWeb
サイトで確認してください。（モデルナンバーは、PC2276です。）z
なお、それ以外の国や地域で無線機能を使用した際のトラブル等について
は、弊社は一切責任を負いかねます。

zz 次の事項を行った場合、法律で罰せられることがあります。
- 本製品を分解、または改造すること
- 本製品上の証明ラベルをはがすこと
zz 本製品のうち、外国為替および外国貿易法により規制されている貨物または
技術に該当するものを外国へ輸出（外国への持ち出し、国内における非居住
者への開示を含む。）する場合、必要に応じ日本政府の輸出許可または役務取
引許可を受ける必要があります。
zz 本製品には、米国製暗号化品目が搭載されているため、米国輸出管理規制
（EAR）の対象となり、米国禁輸国への輸出や持ち出しはできません。
zz ご使用になるWi-Fi の設定については、必ず控えを取ってください。
zz 本製品に登録した無線機能の設定は、誤操作、電波や静電気の影響、事故、
故障などによって変質したり消失したりする場合があります。



zz 弊社の責によらずに内容の変質や消失が生じた結果による、直接または間接
の損害および逸失利益について、弊社では一切の責任を負いかねます。
zz 本製品を譲渡、廃棄、または修理の依頼をするときは無線機能の設定を初期
化（消去）してください。
zz 紛失や盗難などによる損害の補償はいたしかねます。
zz 紛失や盗難などによって、本製品に登録されている接続先への不正アクセス・
利用がされるなどの結果、被害や損害が発生しても、弊社では一切の責任を
負いかねます。
zz 本書に記載している使用方法をお守りください。z
本製品の無線機能は、この使用説明書に記載している範囲内でお使いくださ
い。それ以外の用途や用法で使用した結果、被害や損害が発生しても、弊社
では一切の責任を負いかねます。
zz 医療機器や電子機器の近くでは、本製品の無線機能は使用しないでください。z
無線機能が医療機器や電子機器の動作に影響を及ぼす恐れがあります。

無線機能（Wi-Fi/Bluetooth など）について



電波干渉について

zz 本製品は、他の電波を発する機器から、電波干渉を受ける場合があります。
これらの機器からできるだけ遠く離すか、ご利用時間を分けるなどして、電
波干渉を避けて使用してください。



zz Microsoft、Windowsは、MicrosoftzCorporation の米国およびその他の
国における商標または登録商標です。
zz Macintosh、MaczOSは、米国およびその他の国で登録されているApplez
Inc. の商標です。
zz AppzStore、iPhone、iPad は、ApplezInc. の商標です。
zz SDXCロゴはSD-3C,zLLC. の商標です。
zz HDMI、HDMI ロゴ、およびHigh-DefinitionzMultimediazInterface は、
HDMIzLicensing,LLCの商標または登録商標です。
zz Wi-Fi®、Wi-FizAlliance®、WPA™、WPA2™およびWi-FizProtectedz
Setup™はWi-FizAlliance の商標または登録商標です。
zz Bluetooth®zのワードマークおよびロゴは、BluetoothzSIG,zInc. が所有す
る登録商標であり、キヤノン株式会社はこれらのマークをライセンスに基づ
いて使用しています。その他の商標およびトレードネームは、それぞれの所
有者に帰属します。
zz N-Markzは米国およびその他の国におけるNFCzForum,Inc.zの商標または登
録商標です。
zz その他の社名、商品名などは、各社の商標または登録商標です。
zz 本機器は、Microsoft からライセンスされた exFAT技術を搭載しています。

商標、ライセンスについて



zz ThiszproductziszlicensedzunderzAT&TzpatentszforzthezMPEG-4z
standardzandzmayzbezusedzforzencodingzMPEG-4zcompliantzvideoz
and/orzdecodingzMPEG-4zcompliantzvideozthatzwaszencodedzonlyz
(1)zforzazpersonalzandznon-commercialzpurposezorz(2)zbyzazvideoz
providerzlicensedzunderzthezAT&TzpatentsztozprovidezMPEG-4z
compliantzvideo.zNozlicenseziszgrantedzorzimpliedzforzanyzotherzusez
forzMPEG-4zstandard.

商標、ライセンスについて



本製品の修理対応期間は、製品の製造打切り後7年間です。
なお、弊社の判断により修理対応として同一機種または同程度の仕様の製品への本
体交換を実施させていただく場合があります。同程度の機種との交換の場合、ご使
用の消耗品や付属品をご使用いただけないことや、対応OSzが変更になることが
あります。

修理対応期間について



zz 内容を無断で転載することは、禁止されています。
zz 記載されている数値はすべて当社試験基準によります。
zz 内容および製品の仕様や外観を将来予告なく変更することがあります。
zz イラストや画面表示は、実際と一部異なることがあります。
zz 本製品を運用した結果については、上記にかかわらず責任を負いかねますの
で、ご了承ください。

本書について
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